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A Case Study on Life History of Two Aboriginal Men 

        in Arnhem Land, North Australia

Toshio MATSUYAMA

   One Djinang man, Mr. WunuWun, a leader of Gamardi 
outstation, visited to Darwin and Katherin when he was 
a teenager, because he wanted to work in the Army or Airforce, 
which were stationed at Darwin in 1944. He stayed in white 
society for 10 years. Then Mr. WunuWun returned to his 
country in Arnhem Land. But he did not stay there. He 
moved to Maningrida, one of the Aboriginal towns in Central 
Arnhem Land, in 1957. 

   Around 1968 he and three kinsmen started to build-up 
Gamardi outstation, in Djinang territory, which was WunuWun's 
mother's country. He has stayed at  Gamardi ever since. 

   He has purchased some modern items, such as TV-Video 
set, two trucks and other things. He received 5,000 A$ per year 
from his bark-paintings, which he sold through the Arts and 
Crafts Centre to white people in cities. 

   The other Djinba group man, Mr. BulunBulun, has stayed 
in Gamardi outstation since 1976, with his wife, who is a sister 
of Mr. WunuWun. He spent everyday for hunting, drawing 
bark-paintings and joining ritual ceremonies. He had no 
experience of city life. 

    Nowadays he owns modern items more than Mr. WunuWun. 
He bought a TV-Video set, a generator, a truck, a refrigerator 

(unusable), an electric fan and so on, from the income obtained 
from selling his bark-paintings. (He gets 5,000 A$ per  year).

*国 立民族学博物館第1研 究部
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BulunBulun has the most modern items in Gamardi. This must 
suggest that he is still yearning for "White Culture". 

   On the other hand, he is trying to make a new outstation 
at his country, to stay there with his kin's people, so  as to spend 
everyday hunting, gathering, painting and joining ceremonies. 

   In this report, I describe their life histories and discuss their 
changing life-style. I demonstrate that; these two men still 
maintain hunter-gatherer culture, essentially; and this aspect 
of their life histories form a striking contrast to some Aboriginal 

groups resident on non-Aboriginal Land or Reserves, such as 
the Aboriginies in the Kununurra Region, Western Australia 

[SHAW  1986].
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1.は じ め に

(1)問 題 の 所 在

　 優 勢 な 白人 文 明 との絶 え ま な い交 渉 を 余儀 な くされ た 狩猟 採 集 社 会 や一 部 の農 民 社

会 で は,そ の優 勢 な文 明の 影 響 ゆ え に,彼 らの 文 化 が お お き く変 容 した。 こ の種 の文

化 変 容 は,終 局 的 に は,そ れ ぞ れ の 民 族 が も った 価値 体系 や社 会 構 造 の崩 壊 を もた ら

す とい う。 そ して,そ の結 果 生 み だ され る 自民 族 文 化 を 喪失 した集 団 は,現 代 国 家 に

統 合 され 吸収 され る と い わ れ て き た[MuRPHY　 and　 STEwARD　 I968:215-233;

Goui.D　 et　al.1972:265-279;MuRpHY　 1979:200-205]。

　 1788年,初 め て ヨー ロ ッパ 文 明 に接 触 して 以 来,2世 紀 の あ い だ に,オ ー ス トラ リァ

・ア ボ リ ジニ もさ ま ざま な 局 面 で の 変 容 を 強 い られ て きた。 これ を人 口論 的 に論 じた

小 山 は,1788年 か ら1921年 にか けて ノ ーザ ン ・テ リ ト リー を 除 くオ ー ス トラ リア全 域

で65%を 越 え るア ボ リジニ 人 口の 減 少 が あ った こ とに もとつ い て,こ の時 代 に彼 らの

社会 が す さま じい勢 いで 崩 壊 して い った と述 べ る。 そ して,ア ボ リジ ニ は この ま ま 消

滅 す るか,滅 亡 を ま ぬが れ た と して も,彼 らは 自身 の文 化 を う しな っ た集 団 と して オ

ー ス トラ リァ社 会 の最 下 層 を形 成 す る とい う,当 時 か らの 白人 の考 えか たを 紹 介 す る。
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そ の うえ で,1920年 代 か ら60年 に か けて 増 加 の き ざ しを み せ は じめ た ア ボ リ ジニ の人

口が,60～81年 に は 急 激 な伸 び を みせ た こ と を 明 らか に し,現 在 は彼 らの 社会 が あ ら

た な編 成 期 を むか え て い る と述 べ て い る[小 山　 1988:37-68]。

　 この よ うな状 況 を むか え た1981年 に は,ア ボ リジニ の 人 口が約15万 人 を数 え る に い

た る。　 しか しその75%は,非 ア ボ リジニ 系 の 都市 に居 住 す る。 狩 猟 採 集 に基 礎 を お

い た生 活 を 営 む 人 び と は,ア ボ リジニ人 口 の25%に す ぎ な い[FlsK　 1985:2]。 この

少 数 の人 び と は,1920年 代 は じめ か ら50年 代 末 に か け て政 府 が各 地 に設 置 した保 護 区

[PETERsoN　 1982:442-443]に 生 活 す る。

　 そ の う ちの ひ とつ,こ こで と りあ げ る ノ ーザ ン ・テ リ ト リー州 の ア ーネ ム ラ ン ド ・

ア ボ リジナ ル ・ラ ン ドは,1920年 代 に 面 積約6,000km2の 保 護 区 と して は じま り,31

年 に は キ リス ト教会 各 派 を は じめ とす る諸 団体 の努 力 に よ って,そ れ が79,000km2

に ひ ろ げ られ る。 さ らに76年,連 邦 政 府 が ノ ーザ ン ・テ リ ト リー州 に おけ るア ボ リジ

ニ の土 地 と 聖地 を 定 義 し,彼 らの土 地 権 を認 め た ア ボ リジ ニ土 地 権 法(Aboriginal

Land　 Rights(Northern　 Territory)Act,1976)を 制 定 した の を うけ て,現 在 の ア ー

ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジ ナル ・ラ ン ド(面 積 は96,000km2)が 成 立 す る。 この ア ー ネ

ム ラ ン ド ・ア ボ リジ ナル ・ラ ン ドに 居 住 し,狩 猟 採 集 に した が う10,000人 余 りのア ボ

リ ジニ は,都 市 に暮 らす 大 多 数 の ア ボ リジニ と と もに,オ ー ス トラ リア連 邦 と い う国

家 に統 合 され て い る こ とに な る。

　 それ は次 の 事 実 か ら も明 らか で あ る。 ア ーネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジ ナル ・ラ ン ド(以

下 で は これ を単 に ア ー ネ ム ラ ン ドと表記 す る)の 場 合,76年 の ア ボ リジニ 土 地 権 法 の

制 定 につ づ いて,80年 に はそ の 沿岸2kmを,ア ボ リジニ の た め の 水 産 資 源 の 開 発地

と して 囲 い込 む こ とが 認 め られ て い る[PETERsoN　 1982:441462]。 さ らに彼 らは,

連 邦 政 府 の 社会 福祉 省(Departmcnt　 of　Social　Security:DSS)を つ う じて 失 業 保 険

や 寡 婦 保 険,子 供 の養 育保 険 な ど の社 会 保 障 金 を70年 代 は じめ に は 受 給 して い る。 ア

ー ネ ム ラ ン ドの 中央 部 に位 置 す るマ ニ ング リダManingrida管 区の 居 住 者
,約1,200

人 を 例 に と る と,現 在 で は有 資格 者 の75%が なん らか の 社 会 保 障 金 を え て い るので あ

る[FiSK　 1985:33-41]。

　 しか し彼 らは,狩 猟 採 集 に基 礎 を お く文 化 を 崩 壊 させ る とい う終 局 的 な局 面 にた ち

い た って は い な い。 む しろ そ こで は,ア ウ トス テ ー シ ョン運 動(後 述)を とお して そ

の文 化 を 意 図 的 に復 興 す る と い う,あ らた な 動 きが み られ るの で あ る。

　 この報 告 で は,以 上 の よ うな状 況 にあ る ア ー ネム ラ ン ド ・ア ボ リジニ の なか で,ジ

ナ ンDjinang族(言 語 グル ー プ)が マ ニ ング リダ 管 区 に 建設 した ア ウ トス テ ー シ ョン,
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ガマディGamardiに 暮らす2人 の男性をとりあげ,彼 らの生活史を記述する。そし

て,彼 ら自身が語 る言葉のなかから,優 勢な白人文明に対面 し,貨 幣経済に急速にま

きこまれていった狩猟採集民の,今 世紀における生活の変容の過程を明らかにしたい。

②　アボ リジニの生活史調査

　生活史には,当 該個人が経験する個人的なできごととともに,そ の個人がになう社

会的役割をつうじて,あ るいはそのときどきの歴史的な状況のために,社 会の構造と

密接に結びつけられた体験が含まれる[MILLs　 1959:161-162]。 したがって生活史

は,相 補的な関係にあるこの両者　　個人的経験と社会的な体験　　を記述すること

になる。それはアボ リジニの側から,彼 らの生活の変容を明らかにするはずである。

　 しかし,神 話のなかに現実の生活の規範を求めてきた[BERNDT　 1984:122],無

文字社会に生 きるアボリジニの生活体験を,時 間の経過をふまえた生活史として採録

することは容易ではない。さらに,体 面をおもんずるアボ リジニの社会では,失 敗を

含む過去の個人的 ・社会的な体験を第三者に語 ることが少ない。それにもかかわ らず,

筆者が彼らの一応の生活史を記録で きたのには,つ ぎのような経緯がある。

　筆者がアーネムランドの中央部マニ ングリダ管区に位置するジナン族のアウ トステ

ーション,ガ マディ(写 真1)で の調査を開始 したのは1982年 である。当初は彼 らの

狩猟採集活動,獲 得 した狩猟動物の配分,こ れらの野生食糧と小麦粉や缶詰などのマ

ーケット・フーズとの構成比を,調 査の主要な課題に していた[松 山　 1988a:613--

646]。

写真1　 ユーカ リ属の樹木 が優 占する森にひらかれたガマデ ィ ・ア ウ トス

　 　 　 テーシ ョン。右 はプライス川。
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　 こ の調 査 を お こな って い た84年,筆 者 は こ の ガマ デ ィ ・ア ウ トス テ ー シ ョ ンの リー

ダ ー,ウ ヌ ウ ンWunuWun氏 に よ って,男 女 それ ぞ れ4つ ず つ あ る婚 姻 ク ラス の う

ち,彼 の 息 子 に あ た るゲ ラGeraが 与 え られ,筆 者 は ウ ヌ ウ ン氏 の息 子 にな る こ とが

で きた(ア ーネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジ ニ は他 者 へ の よび か け に,こ の婚 姻 ク ラス の 名称

を 用 い る。 よ び か け に 名前 を使 用 す る こと は ほ とん ど な い)。

　 これ が 契機 とな って,筆 者 と ウヌ ウ ン氏,お よ び こ の ア ウ トス テ ー シ ョンの メ ンバ

ーで ウ ヌ ウ ン氏 の姉 を妻 に もつ ブル ンブル ンBulunBulun氏 と の間 に,よ り親密 な 関

係 が 成 立 す る。 これ に も とつ い て両 氏 は,筆 者 と の 日常 的 な さま ざ ま な会 話 の な か で

自 らの 名 前 の 意 味 や ガ マ デ ィに暮 ら しは じめ た い き さつ な どを,別 べ つ の機 会 に 断片

的 に語 りは じめ た。 そ の なか で 彼 らは,た とえ ば 「若 い ころ は フ ッ トボ ール に夢 中だ

った」 と い う よ う に して,し だ い に 過 去 の生 活 体験 に触 れ るよ うに な って い っ た。

　 この2人 の生 活 体 験 は,筆 者 が ガマ デ ィに滞 在 した84年 と86～87年 にか けて の それ

ぞ れ4カ 月 と,88～89年 の2カ 月 間 に あ つ め られ た。 後 述 す る両 氏 の 生 活 史 は,問 わ

ず が た りに彼 らが 語 った生 活 体 験 の 断 片 の記 録 ノ ー トに も とつ いて い る。 会 話 は お も

に英 語 で お こ なわ れ た。

　 と こ ろで,2～23人 と滞 在 す る成 員 が 流 動 的 な ガ マ デ ィで(成 員 の全 数 は23人),イ

ン フ ォ ーマ ン トが この2人 の 男 性 に 限 られ て い るの に は,つ ぎ の よ うな事 情 があ る。

す なわ ち,イ ン フ ォ ーマ ン トで あ る2人 の男 性 とそ の妻 た ち を除 く人 び と は,ガ マ デ

ィへ の 出入 りが はげ し く,滞 在期 間 が短 い。 そ の た め,彼 ら と筆 者 の あ い だ に,生 活

体 験 を語 れ る ほど の親 密 な 関係 が 確 立 で きな か った。 ま た,ウ ヌ ウ ン と ブル ン ブル ン

両 氏 の 妻 た ちの生 活 体験 に つ い て触 れ て い な い の は,筆 者 と彼 女 た ち との 緊 密 な 会 話

が好 ま しい こ とで は な い とす る,両 氏 の忠 告 に した が った た めで あ る。 た だ し,彼 女

た ち と ウ ヌ ウ ン氏 の 息子 とな った筆 者 の あ いだ に忌 避 関 係 は ない 。

　 こ う した条 件 の も とで 採 録 した生 活 史 は,充 分 な もの で は ない 。 そ れ で もな お,こ

の2人 の男 性 の生 活 体 験 か らは,今 世紀 に お け る ア ー ネ ム ラン ド ・ア ボ リジニ の生 活

の変 容 の一 端 が 明 らか にで き る はず で あ る。 こ こで は2人 の イ ンフ ォーマ ン トが話 し

た そ の ま ま の事 柄 を,可 能 な限 り時 間 の経 過 にそ く して 記 述 す る こ と と した。 後 述 の

ウ ヌ ウ ン氏 とブル ンブル ン氏 の生 活 史 の 時 期 区 分 の 基 準 が こ とな る の は こ の た めで あ

る。
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2.生 活 史 を つづ る

(1)生 活 史 の 背 景

　 ア ー ネ ム ラ ン ドで は19世 紀 末 か ら20世 紀 初 め に か け て,各 地 に キ リス ト教 会 各 派 に

よ る伝 導 所 の建 設 が あ いつ いだ 。 そ れ は,移 動性 の た か い生 活 を お くるア ボ リジニ を

伝 導 所 の 周 囲 に定 着 させ,キ リス ト教 を 布 教 し,医 療 を ほ ど こ し,教 育 を お こ な う こ

とを 目的 と した(こ の よ う な集 落 を 以 下 で は 「ま ち」 と表記 す る)。 しか し,19世 紀

末 に建 設 され た この 種 の 「ま ち」 は ア ボ リジニ に敬 遠 され,数 年 か ら十 数 年 の あ いだ

に あ いつ いで 閉 鎖 され る[COLE　 l979:82】 。

　 そ の建 設 と経 営 が本 格 化 す る の は,20世 紀 に はい って か らで あ る。 それ は1908年 に

ア ング リカ ン教 会 派(Anglican　 Church　 Missionary)が,ア ー ネ ム ラ ン ド南 東 部 の ロ

ーバ ー ・リバ ー　Roper　 Riverに 「ま ち 」 を建 設 した こ と に は じま る(図1)
。 そ の 建

設 に あ た ってア ン グ リカ ン教 会 派 が 標 榜 した の は,宗 教 に直 接 か か わ る部 分 を 除 くと,

当時 さ ま ざ ま な形 を と って あ らわ れ た 「非 道 徳 的生 活 」 か らア ボ リジニ を 保 護 す る こ

とで あ っ た。

　 こ う した主 張 が 成 立 す るの は,当 時 の ア ー ネ ム ラ ン ド南 東 部 で は,牧 畜 業 の 北 へ の

展 開 に と も な って 土地 や 家 畜 の管 理 を は じめ ア ボ リジ ニの 雇 用 を め ぐって,白 人 との

間 に深 刻 な緊 張 が 生 じて い た か らで あ る(ア ー ネ ム ラ ン ドは,こ の こ ろ牧 畜 業 者 に リ

Oキ リスト教各派が伝導所を核に建設した集落

●政府機関(厚 生省)が 建設 した集落

数字は建設年を示す。

図1　 アーネ ムランドにおける集落 の建設
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一ス され る)
。 そ れ は ア ボ リジニ に よ る牧牛 の ハ ンテ ィ ング や,そ れ に報 復 す る 白人

の ア ボ リジニ狩 り とい った極 端 な行 為 と さえ な って あ らわ れ た 。 そ う した 状況 の な か

で,ア ン グ リカ ン教 会 派 が ア ボ リ ジニ の保 護 を標 榜 したの は 当然 で もあ った 。

　 それ と と もに,こ の 「ま ち」 の建 設 に際 して標 榜 され た も うひ とつ の こ とが らは,

「ま ち 」 に居 住 す る限 り,ア ボ リジニ は白人 社会 へ の 同化 策 か ら自 由で あ る とい う こ

とで あ っ た。 この 同 化策 は長 く白 人 の ア ボ リジニ観 と して 定 着 して お り,1961年 に は

これ が連 邦 政 府 の 公 式 の ア ボ リジニ 政策 に 採 用 され る1》。 こ の 白人 の ア ボ リジニ 観 か

らの解 放 を 主 張 した典 型 が,1911年 バ サ ース ト島Bathurst　 ls.に つ く られ た カ トリ ッ

ク教 会 派 の 「ま ち」 で あ った[CoLE　 l979:79-119]。

　 これ ら教会 各 派 の 手 に な る もの の ほか,連 邦 政 府 の機 関 で あ る厚 生 省(Welfare　 De-

partment)が 建 設 した集 落 があ る。 そ れ が1957年 に ア ー ネ ム ラ ン ド中央 部 に設 立 され

た マ ニ ング リダ で あ る。 それ は最初,数 カ 月 間 だ け開設 され る白人 とア ボ リジニ との

交易 地 点 と して1947年 に設 置 され た。 そ の 当時 は ワニ皮 や ア ボ リジニ が製 作 したマ ッ

トや カ ゴ,儀 軋 用 具 な ど が交 易 され た[KYELE-LITTLE　 1957:123]。 そ の後57年 か

ら,マ ニ ング リダ は集 落(伝 導 所 を核 と した集 落 と 同様 に,こ れ も 「ま ち」 と表記 す

る)と して経 営 さ れ る。 そ れ に は,つ ぎ の よ うな事 情 が あ った 。

　 ジナ ン族 を含 め て この地 域 の ア ボ リジ ニの 多 くは,当 時,地 理 的 な 距 離 の お お きさ

か ら,す で に建 設 さ れ て い た ゴ ール バ ー ンGoulburnや オ ー エ ンペ リOenpelli,ミ リ

ンギ ン ビMilingimbiの 「ま ち」(図1参 照)と 日常 的 な か か わ りを もた なか った。

そ の 彼 らは,50年 代 に大 量 に ダ ー ウ ィ ンDarwinへ 流 出 し,白 人 社 会 と のあ い だ に お

お きな 混 乱 を生 じ させ る。 これ を収 拾 し,こ の 地 域 の ア ボ リジ ニ を 同化 させ るた め に,

厚 生 省 は 「ま ち」 と して マ ニ ング リダ を経 営 しは じめ た の で あ る[McKENZIE　 I976:

236]。

　 この マ ニ ング リダ に は,設 立 翌 年 の58年300人 の ア ボ リジニ が 集 住 す る。 その 人 口

は60年 に は9部 族480人 に増 加 し,69年 に は約1,000人 に急 増 す る[MEEHAN　 and　JoNEs

l980:　 131-157]。

1)1961年,連 邦 政 府 が採 用 した こ の 同化Assimilation策 は,ア ボ リジニ が 白人 に完 全 に 同化 す

る こ とを 求 め た政 策 で あ る。 そ の後 ア ボ リジ ニ政 策 は,65年 か ら伝 統 文 化 を認 めた うえ で オ ー

ス トラ リア社 会 へ の統 合 を 促進 させ よ う とす る統 合Integration政 策 を 経 て,72年 ごろ に は 自

己決 定 主 義Self-Determination政 策へ と変 化 す る。 そ して75年 に は 自 己管 理 主 義Self-Mana-

gement政 策 が 採用 され て きた 。 この 自 己管 理 主 義 政策 は,ア ボ リジニ が 自 ら選 択 した生 活 を

維 持 す る うえで,な にを どれ だ け,ど うい うか た ちで 援 助 して ほ しい か を 申告 し,そ れ に応 じ

て 政 府 が 援 助 を あ たえ る とい うも ので あ る[関 根 　 1988:309-310;新 保 　 1980:133-140]。 現

在 で は,ア ボ リジニ の 政 治 的 な 自立 を め ざ した 「ア ボ リジニ お よび トレス海 峡島嶼 民 委 員会 」

(Aboriginal　 and　 Toress　Strait　lslander　Commission)を 設 置す るた め の 法 案 が検 討 され て い る

[成 田　 1989:1-19]。
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　 こ う した急 速 な人 口の 集 中 と,そ の 結 果 もた らさ れ た長 期 間 にわ た る異 部族 の 混 住

とは,「 ま ち」 で の生 活 に 緊 張 を 強 い るこ と と な った 。 ア ボ リジニ は,長 期 間 にわ た

る異 部 族 の混 住 とい う経 験 を もた ず,そ れ を生 きぬ く社 会 的 なて だ て も もた な か った

か らで あ る。 これ に加 え て,60年 代 末 の マ ニ ング リダで は,長 老 が も って い た権 威

が う しなわ れ,社 会 的 な 秩 序 が 混 乱 しは じめ て い た。 当時 こ の 「ま ち」 で も,ア ボ リ

ジニ の文 化 は確 実 に 消失 す る とみ られ て い た ので あ る[MEEHAN　 and　 JoNEs　 l980:

131--135]。 そ れ はマ ニ ング リダ に と ど ま らず,す で に建 設 され て い た ア ー ネ ム ラ ン ド

の 各 地 の 「ま ち」 に も共 通 して み られ た。

　 この 状 況 は,「 ま ち」 を ぬ けだ し故 地(カ ン トリー)に ア ウ トス テ ー シ ョン2》を建 設

して そ こで 生 活 す る こ とを,ア ボ リジ ニ に期 待 させ る こ と とな った。 した が って60年

代 末 か ら70年 代前 半 に か け て の時 期,あ る年 齢 段 階 にた っ した ア ボ リ ジニ に は,ア ウ

トス テ ー シ ョンは 「建 設 すべ き もの」 で あ り,そ こで 「親族 と と もに生 活 すべ き」 で

あ る(あ るい は そ うす る こ とが の ぞ ま しい)と い う よ うな,内 的 な あ る種 の力 が働 い

た は ず で あ る。 そ れ ゆ え に,こ の時 期 に お け るア ウ トス テ ー シ ョ ン建 設 が 運 動(ム ー

ブ メ ン ト)と よ ば れ た ので あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 亀

　 ア ゥ トス テ ー シ ョ ンは,現 実 の世 界 で もあ り彼 らの祖 先 の精 霊 が暮 らす 世 界 で もあ

る故 地 を 存 在 の よ りど こ ろ とす るア ボ リジニ の価 値体 系[ELKIN　 l981:42;PETER-

sON　 l975:63]を 背 景 に,長 期 間 に お よぶ 多 数 の 異 部族 の 混 住 とそ れ に もとつ く部

族 間 の不 和,急 速 な人 口の 増加,長 老 の権 威 の失 墜,「 ま ち」 の経 営 に たず さわ って

い た 白人 との価 値 観 の違 い な ど[CooMBs　 I978:131-149]1こ よ って 社 会 が 混 乱 しは

じめ る とい う,当 時 の歴 史 的 な状 況 か ら生 み だ され た もの で あ る。 それ は70年 代 前 半

に お け るア ウ トス テ ー シ ョ ンの急 激 な増 加 と して あ らわ れ る。

　 こ の ア ウ トス テ ー シ ョンの 増 加 に は,も うひ とつ 別 の背 景 が あ った。 それ は72年 に

成 立 した 労 働 党 内 閣 が,ア ボ リジ ニ問 題省(Department　 of　Aboriginal　 Affairs:

DAA)を つ う じて,道 路 建 設 な どの 資金 を は じめ トラ クタ ー や ボ ー ト・ トラ ックを

貸 与 し家 屋 の 建築 資 材 を 与 え るな ど,以 前 に もま して ア ボ リジ ニ社 会 へ の 積 極 的 な援

助 を は じめた こ とで あ る。 マ ニ ング リダで は,当 初,「 ま ち」 の 役 場(Maningrida

Council)が そ の 受 け ざ ら とな り,ア ウ トス テ ー シ ョ ン建 設 の 援 助 を 開始 した。

　 その 後,ア ウ トス テ ー シ ョ ンの援 助 部 門 は78年 に役 場 か ら独 立 し,あ らた に設 け ら

れ たバ ウ イ ナ ンガ ・ア ボ リ ジ ニ 協 同 組 合(Bawinanga　 Aborlginal　 Corporation:

2)こ の時期以後,ア ボ リジニがそれぞれの部族(言 語 グループ)の 故地 に建設 した小集落を,

　 「ま ち」に対 して,ア ウ トステーシ ョンとよびな らわ して きた。
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表1マ ニ ング リダのお もな機関 とその役割

役場(Maningrida　 Council)

　　マニ ング リダの 「まち」の維持 と居住者へのサー ビス

　　　　上下水道の維持 ・管理

　　　　ゴ ミの収集 と処理

　　　　住宅建設

　　　　道路 の建設 と維持 ・管理

　　　　発電所 の維持

　　　　飲酒許可証の発行　 　な どをお もな業務 とする

開発協会(Maningrida　 Progressive　Association)

　　 「ま ち」 とア ウ トステ ーシ ョン居住者のための食糧品を はじめとす る生活物資 の移入

　　 と販売

　　　　 「ま ち」のマーケ ッ トと売店の経営

　　　　アウ トステー ションへの食糧品の販売　 　な どの業務

バ ウイナ ンガ ・アボ リジニ協 同組合(Bawinanga　 Aboriginal　Gorporation)

　　ア ウ トステーシ ョン居住者へ の生活援助を業務 とす る

　　　　そのためのつ ぎの部 門がある

　　　　　自動車修理所(Mechanical　 WorkShop);ト ラック,ボ ー トの修理 と無線電話 の

　　　　　 　　　　　　修理 と斡旋な どを担 当

　　　　　社会保障部門(Social　Security);失 業保険な どの社会保障金の給付を担当

　　　　　 リソース ・セ ンター(Resource　 Centre);住 宅 ・井戸の建設 と修理 などを担当

　　　　　芸術局(Aboriginal　Arts　and　Crafts　Centre);工 芸品の買い上 げと販売,製 作指

　　　　　 　　　　　　 導を担 当

　　　　 (これ らの諸部門の多 くは1978年 前後まで役場 に属 していたが,ア ウ トステー シ

　　　　　 ョンの増加 にともな って,あ らたに設 立された協同組合 の業務 とな った)

診療所(Health　 Clinic)

　　 「ま ち」 とア ウ トステー シ ョン居住者の健康管理 と軽度の怪我 ・病気の治療

学校

　　 3歳 ～12歳 の子供の教育(「 まち」に滞在する白人 の子弟を含む)

BAC)に うつ され,現 在 に い た って い る。 この 協 同組 合(BAC)と 役 場 が もつ 現 在 の

機 能 は表1の とお りで,前 者 に は トラ ック の修 理 所 と,79年 か ら本 格 的 な 活 動 を 開始

す るア ボ リジニ芸 術局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts　Centre)な ど が併 設 され る。

　 こ う した 連 邦 政 府 の援 助 もあ って,84年 に はマ ニ ング リダ 管 区 に26の ア ウ トス テ ー

シ ョ ン(以 下 で は これ を 「ま ち」 に 対 して 「む ら」 と 表記 す る)が 建 設 され る。 そ の

地 理 的 分布 が 統 計 的 に ラ ンダ ム で あ る[小 山　 1983:56-57]の は,そ れ ぞ れ の 「む

ら」 が,彼 らの 故 地 に建設 され て い った か らで あ る(図2)。

　 60年 代 末 か ら一70年代 前 半 に お け る 「む ら」 建 設 の動 きは,ア ー ネム ラ ン ド全 域 に共

通 す る。 各 「ま ち」 の管 区で は,84年 現 在 イル カ ラYirrkara　 l　l,ガ リウィ ンクGa-

liwinku　 12,ミ リンギ ン ビ8,ラ マ ンギ ニ ンRamingining　 4,オ ーエ ンペ リ18の 「む

ら」 を数 え る に い た る[小 山　 1988:60]。 ただ し,こ れ らの なか に は建 設 後 ほど な
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図2　 マ ニ ング リダ管 区 にお け るア ウ トス テ ー シ ョ ンの分 布Altman[ALTrmN　 19872]に よ る 。
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くして放 棄 さ れ るも の が あ っ た。

た とえ ば マ ニ ング リダ 管 区で は,

1973年 以 降 の10年 間 に記 録 にあ ら

わ れ た 「む ら」 は延 べ34に た っす

るが,77年 に は 消滅 す る もの があ

らわ れ は じあ　(表2),そ の 存 続

期 間 は3～5年 にす ぎ な い。82年

現 在 で も多 くは3年 を経 過 した に

とど ま って い る ので あ る。

　 しか し,「 む ら」 が 消滅 す る理

由 は すべ て に わ た って 明 らか なわ

けで は な い。 筆 者 が 調 べ た 限 りで

は,た と え ば86年 に ジバ ル バ ル

Djibalbal(図2参 照)の 南 東5km

に 「む ら」 を建 設 して い た レンバ

表2　 ア ウ トステー ションの年変動

1973

　 74

　 75

　 77

　80

82

ア ゥ トステ ー
シ ョ ンの数

6

7

11

15

21

23

居住人口

260

?

?

579

318

458

1ス テー ション
当た り平均人 口

総 数 新 設

44

?

?

39

15

20

消 滅

1973

　74

　75

　77

80

82

6

7

11

15

21

23

6

1

4

6

11

6

2

5

4

バ ウ イナ ンガ ・ア ボ リジ ニ協 同組 合(BaWinanga

Aboriginal　 Corporation)の 資 料 に よ る。

ルンガRembarunga族 のある家族(夫 と2人 の妻および3人 の子供か らなる)は,

建設直後に夫が死亡 したため 「むら」の維持が困難になり,そ れを放棄 した。残され

た妻たちは,そ の後いったん 「まち」にでて生活 している。彼女 らはあ らたな配偶者

をえ,そ の彼が 「むら」をもっているか建設するかすれば,そ こに居住することにな

るという。

　 この例のように① 「む ら」の リーダーが 「むら」建設の直後に死亡 した場合のほか,

②当初は生活をともにするはずであった近縁の親族間に争いがおきた場合にも消滅す

ることがある。 いずれにして も,「 む ら」の建設 と放棄はいまなおくりかえされてい

るのである。

(2)ウ ヌ ウ ン氏の 生活史

　短期間に建設と放棄がくりかえされる 「むら」にあって,ジ ナン族が1975年 に建設

したガマディは,存 続期間がすでに10年 をこえた。その建設に中心的な役割をにない,

現在この 「む ら」の リーダーであるウヌウン氏(氏 の名前は彼がもつ複数の ドリー ミ

ング(ト ーテム)の ひとつ,あ る種の水草を意味する)の 生活史を記述する。それに

さきだって,「 むら」の成員にマロMarro(父)と よばれる彼の五十数年間にわたる

おもな生活体験とそのときどきの歴史的な状況の概略を,表3に 掲げておいた。これ
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表3　 ウヌウンWunuWun氏 の生活体験 ()は 推定年を示す

歴 史 的 な 状 況 個 人 的 体 験

1880-82　 パ ス トラル ・ブ ー ム

　 　 　 ア ー ネ ム ラ ン ド,牧 畜 業 に リー ス され る

1920　 ア ー ネ ム ラ ン ド西部 に保 護 区設 定

ユ923　 ミ リンギ ンビ ・ミッ シ ョ ン開設

42　 ダ ー ウ ィ ン爆 撃

　 　 N.T政 府 ア リス へ(45.9ま で)

　 　 オ ー エ ンペ リの ア ボ リジ ニ,大 量 に ダ ー　 　

ウ ィ ンの 陸軍 が雇 用[COLE　 1957:47]

47マ ニ ング リダ に交 易 所 開設

　 　 [Kym-L、ITT岨 　 1957:123}

　　中央 アーネ ムラン ドの多 数 の ア ボ リジ　　
ニ,ダ ーウィンへ流 出(50年 代)

　　[MGKENZrE　 1976:236】

57マ ニ ング リダ,集 落 と しての経営 は じま
　　 る

64　 アボ リジニ市 民権獲得

　　銃の使用許可(60年 代前半)

(66)ダ ー ウィン病院での遺体 の検視は じまる　　　(遺体
のダーウィン移送が義務づけ られ

　　 る)

　　 アウ トステーシ ョン ・ムーブメン ト

(70)社 会保障金(失 業保 険金)支 給開始

72　 労働党内閣成立。アボ リジニ問題省をつ
　　 う じてアボ リジニ社会への積極的な援助
　　 は じまる

73マ ニ ング リダか らの道路が整備 されは じ
　　 める

76ア ボ リジニ土地権法制定

78バ ウイナ ンガ ・アボ リジニ協同組合発足

　　 (マニ ング リダ)

79　 アボ リジニ芸術局(マ ニ ング リダ),本 格

　　的活 動開始

80沿 岸2km囲 い込み

1930メ ル ウ ェ ンビに生 れ る

　　 木皮画の技法を習得

(41)ガ ッチで成人儀礼

(42)ダ ーウィンへ

　　 オース トラリア陸軍(食 堂 の下働 き)

　　 オース トラリア空軍(清 掃作業員)

　　 最初の妻 と結婚

　　 ガ ンダデ ィラ誕生

(45)キ ャサ リンへ

　　 牧童 のための料理人

ダーウィンへ

製材所 の仕事につ く

(53)メ ル ウェ ンビへ もどる

(56)マ ニ ング リダへ

　　 滑走路建設 に従事

　　 最初の妻死亡

トラックの運転技術習得

68　 アウ トステーシ ョン建設 のため現在地 へ

69　 ガ ッチ道

(70)ラ ンププ と再婚

75ガ マデ ィに家屋4戸 建設

　　ア ウ トステー ションとして登録

76　 ロルガエラに軽飛行場建設

77　 「店」を設ける

　　無線電話設 置

　　 プロ ミス ト・ワイフ,ワ イマ ンパ と結婚

この頃から木皮画製作に専念

(80)兄 死亡,墓 地をつ くる

85井 戸設置
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に よ って も,ウ ヌ ウ ン氏 が オ ー ス トラ リァ社 会 全 体 との か か わ りの な か で生 活 して き

た こ と の,あ らま しが読 み とれ よ う。

白人 社 会 へ の あ こが れ1942年 以 前3)ジ ナ ン族 の 領 域[TINDALE1974:224お

よび 付 図]に は,少 な くと も2つ の 古 い 「む ら」 が存 在 した 。 そ れ は領 域 北 部 の メ ル

ウ ェ ン ビMerrwenbiと,南 部 のガ ッチGatjiで あ る。 この2つ は と も に現 在 ま で 存

続 す る(図2参 照)。

その ひ とつ メル ウ ェ ン ビに1930年 ごろ に 生 ま れ た ウ ヌ ウ ン氏 は,42年 前 後 の ころ

(11歳 の ころ か),ガ ッチで 成 人 儀 礼4)を うけ る。 割 礼 な ど身 体 変 工 を と もな う儀 礼 を

おえ た 彼 は,そ の 後 オ ーエ ンペ リを経 由 してダ ー ウ ィ ンへ で る。 それ は42年 以 後 あ ま

り時 間 の た た ない こ ろで,こ の地 域 の ア ボ リ ジニが 大 量 にダ ー ウ ィンへ 流 出す る初 期

の こ ろの こ とで あ った。 徒 歩 で1カ 月 を要 した こ の旅 の持 ち もの は,ヤ リとヤ リ投 げ

器(写 真2)だ けだ った ら しい 。食 糧 は,当 時 各 地 に散 在 して いた 「む ら」 を た ず ね

てえ た と い う。 旅 そ の もの が,「 む ら」 か ら 「む ら」 を た ど って お こな わ れ た。 そ の

写 真2ヤ リ(下)と ヤ リ投 げ器

こ の ヤ リは お も に水 鳥 の 狩 猟 に用 い た 。 ヤ リ投 げ器 は、 使 用者 の脇 か ら

手 首 ま で の 長 さ にあ わ せ て あ る。素 材 は と も にス ト リンギ ー ・バ ー クEuca-

lyptustetrodontaの 若木 。

3)1942年 以前 は,日 本軍 のアーネム ラン ド爆撃 以前を意 味す る。アーネムラ ンド・アボ リジニ

は,当 時の様子をなお克明に記憶 し,そ の一部を うた とおど りと して語 りつ い で い る[松 山

1988b:407-435]。 なお,ア ーネ ムラン ドはユ942年か ら45年まで軍 の管轄下 におかれた[CoLE

1979:90]0

4)こ の儀礼 は現在 も厳格 にお こなわれ る。1988年 の調査時には,ガ マデ ィの子供1人 を含む数

人 が7日 間 ほどかけて成人儀礼を うけた。儀 礼をおえた子供(若 者)は 、通常、彼 の親族が住

む 「む ら」または 「まち」に もどるが,身 体に施された傷がいえるまでの約10日 間は 「む ら」

または 「ま ち」周辺の林 のなかに起居す る。ただ し,筆 者 はこの儀礼への参加がまだ許 されて

いない。
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間 の距 離 が1日 行 程 を こえ る場 合 は,当 該 領域 に生 活 す る人 び と が い な いあ いだ に狩

りを し,食 物 をえ て い た と い う。 ア ボ リジニ社 会 に お い て は,当 該 領 域 の居 住 者 の了

解 な しに狩 猟 す る こ と は,つ つ しむ べ き こ と とさ れ るか らで あ る。

　 1カ 月 がか りで ダ ー ウ ィ ンに到 着 した ウヌ ウ ン氏 は,こ こで い くつ か の仕 事 につ き

な が ら,都 市 で 生 活 す る こ と に な る。 そ の 最初 の仕 事 は,当 時 ダ ー ウ ィン に駐 留 して

い た オ ース トラ リア陸 軍 の 食 堂 の 下 ば た ら きで あ る。 彼 の 給与 は,「2週 間 につ き1

ポ ン ドの 現 金 とタ バ コ1缶,タ バ コを ま く紙1包 み,そ れ にマ ッチ1箱 」 で あ った 。

1年 間 こ の仕 事 に従 事 した あ と,彼 は空軍 に うつ る。 こ こで は隊 内 の清 掃 作 業(ゴ ミ

の収 集 と焼 却)員 と して2年 間 働 くこ とに な る。 「2週 間 に1度,土 曜 日 に支 払 わ れ

た 給 与 は8ポ ン ド」 で あ った(オ ース トラ リア の通 貨 は1966年 に ポ ン ドか ら ドル に き

りか わ る)。 軍 隊 内 の 下 ば た ら きを して いた この3年 間,彼 は軍 隊 の 駐 留 地 の 近 くに

野 宿 す る生 活 を 送 って い た 。 この ころ ウヌ ウ ン氏 は,ブ ラ ラBurara族 出身 の最 初 の

妻 と結 婚 し,長 男 ガ ンダ デ ィ ラGandadilaを も う け る。

　 当 時 ダ ー ウ ィ ンに 駐留 した軍 隊 に は,ジ ナ ンや ブ ラ ラ,グ ナ ビ ジGunavi(ljiな ど現

在 の マ ニ ン グ リダ 管 区 に 含 ま れ る部族 の若 者 だ けで な く,オ ー エ ンペ リの 「ま ち」 と

そ の 周 辺 か ら も,数 多 く働 きに 出 て い た[COLE　 l　975:47]。 そ の 当時 の こ とを,ウ

ヌ ウ ン氏 は 「白人 社会 に つ よ い あ こがれ を もって いた」 と回想 す る。 彼 らが ブ タPuta

とよ ぶ トラ ンプ ・ゲ ー ム や,オ ー ス トラ リア ・ル ール の フ ッ ト ・ボ ール を 白人 に習 い,

飲 酒 の 習 慣 を 身 に つ け た の も この ころ の こ とで あ っ た。

　 3年 間 の軍 隊 で の 仕 事 を や め た彼 は,ダ ー ウ ィ ンの南350kmの 地 方 都 市 キ ャサ リ

ンKatherineに うつ る。 こ こで は,牧 童 　 　か な りのア ボ リジ ニが 当時 この 仕 事 に

従 事 して い た 　 　の た め の 料 理 人 を1年 間つ と め る。 そ の 当時 の体 験 の な か で,ウ ヌ

ウ ン氏 に と って 印 象 ぶ か か った の は,日 時 計 で 時 間 を はか る こ とで あ った 。 彼 もア ボ

リジニ の 牧 童 も,地 面 に 立 て た杭 の影 で,作 業 時 間 の開 始 と終 り を 白人 に教 え られ た

の で あ る。

　 この 仕 事 を へ て そ の 後 ダ ー ウ ィ ンに もど った彼 は,製 材 所 で 働 く(仕 事 の 内容 は明

らか で な い)な ど,白 人 の 社会 で い くつ か の労 働 につ い たが,そ の 実 労 期 間 は数 年 間

に す ぎ な い とみ られ る。 しか し,マ ニ ング リダ に もど った年(1953年 ご ろ)か ら推 定

して,ウ ヌ ウ ン氏 は ほぼ10年 ほ どを ダ ー ウ ィ ン とキ ャサ リンで す ご した こ と に な る。

　 この10年 ほ どの あ い だ に,彼 は 警察 に少 な くと も2度 留 置 され る。1回 め はア ボ リ

ジニ の 仲 間3人 と ラ ム酒 を盗 ん で21日 間,2回 め は ア ボ リジ ニ と の喧 嘩 で10日 間 の 留

置 体 験 を もつ 。 この こ と は,50年 代 に大 量 に ダ ー ウ ィ ンへ 流 入 した ア ボ リジ ニが もた
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ら した混 乱 の一 端 を示 す もの か も しれ な い。 しか し,こ の 種 の 事 件 だ け に 限 れ ば,そ

の経 験 を もつ 若 者 は必 ず しも この 時 代 に 特徴 的で は な い。 現 在,都 市 や 「ま ち」 に 暮

らす ア ボ リジ ニの 若 者 の あ い だ に も,こ れ は一 般 的 に み られ る こ とが らで あ る。

　 「ま ち」 の 生 活 　 　 この数 か ず の体 験 の の ち,ウ ヌ ウ ン氏 は交 易 に で む く白人 の 船

外 機 つ き ボ ー トで,53年 ごろ妻 と息子 を と もな って マ ニ ング リダ に も ど る。 当 時 の マ

ニ ン グ リダ は,ま だ ア ボ リジニ と白人 の交 易 地 点 にす ぎ なか った 。 そ の た め か 彼 は こ

こ に と どま らず,出 生 地 で あ るメ ル ウ ェ ン ビへ もど って い る。 そ こで の3年 ほ ど の生

活 のあ と,「 ま ち」 の役 人 の勧 誘 もあ って,56年 ご ろ再 び マ ニ ン グ リダ に む か う。 そ

の こ ろの 様 子 を,ウ ヌ ウ ン氏 はつ ぎ の よ うに語 る。

　 「マ ニ ン グ リダ が で き る とい う うわ さ が流 れ た ころ,白 人 の 役 人 が わ れ わ れ の 土地

に や って き た。 そ して 「ま ち」 へ い く こ とを すす め,何 人 か を つ れ て い った」。

　 ウ ヌ ウ ン氏 が この 勧 誘 に 応 じた 当 時,マ ニ ング リダで は家 屋 の 建 築 が ほぼ おわ り,

軽 飛 行 機 用 の 滑 走 路 の建 設 だ け が 残 されて い た。 彼 は そ の作 業 に加 わ り,57年 に 「ま

ち」 が 完 成 す る とそ れ を祝 う儀 礼 的 な戦 闘 に参 加 して い る。 そ れ 以 来68年 ま で,ウ ヌ

ウン氏 は新 しい 「ま ち」 マ ニ ング リダ(図3)で の生 活 を 続 け る。 この 間,彼 は生 活

そ の もの が も た らす 緊 張 の も とに お か れ る こと に な る。 そ の様 子 は この よ うに説 明 さ

れ る。

　 「当 時,マ ニ ング リダ に は8～9部 族 が 混 住 し,人 口が い ま よ り も多 か った。 そ の

うえ ペ トロス ニ フ ィ ング(気 化 した ガ ソ リ ンを 吸 引す る こ と)が 流 行 し,そ れ が も と

で 若 者 の あ い だ に 争 い が絶 え な か った。 しか も,マ ニ ング リダ は も と も と グナ ビ ジ族

の領 域 で あ り,グ ナ ビ ジ と他 の8部 族 との あ いだ に も,絶 え ず 争 い が あ った 。 そ れ に

いや 気 が さ して いた ころ,グ ナ ビ ジ との あ い だ に トラブル が お こ る。 彼 らはわ れ わ れ

にむ か って,そ れ ぞ れ の領 域 へ もど るよ うに主 張 した」。

　 ウ ヌ ウ ン氏 に 「ま ち」 を で る決心 を させ た の は,こ れ らの 体 験 だ けで はな か った。

彼 は この こ ろ,最 初 の妻 を亡 くした か らで あ る。

　 こ う して68年,ウ ヌ ウ ン氏 は息 子 と と もに 「ま ち」 を は なれ,ジ ナ ン族 の 領域 に も

ど って,「 む ら」 の 建 設 に 着 手 す る。 彼 が38歳 ごろ の こ とで あ る。 そ の少 しま え,彼

は 「ま ち」 で トラ ックの運 転 技 術 を習 得 す る。 当時 「ま ち」 に は,警 察署 を 中心 に若

干 数 の トラ ックが導 入 され て い た。 警 察 に頼 み こん だ 彼 は くりか え し トラ ックに 同乗

し,運 転 の 手順 を観 察 しつ づ け た と い う。 や が て それ が す べ て記 憶 で きた と思 った段

階 で,彼 が 同 乗 した こ との あ る特 定 の道 路 を 頭 の 中 に描 きな が ら,手 順 ど お りに そ の

道 を 運 転 す る 自分 を克 明 に イ メ ー ジ して い った。 この 一 種 の イ メ ー ジ ・トレー ニ ング

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 797
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1　 桟橋
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3　 ボ トム ・キャ ンプ

4　 倉庫

5　 役場 および鄧便 局
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9　 教会(オ ース トラリア合同教会)

10　 小学校(幼 稚 園 を含 む)
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12　 スーパ ー ・マ ーケ ッ ト

13売 店

14　 レク リエーシ ョン ・ホール

15　 トップ ・キャ ンプ

16　 サ イ ド ・キャ ンプ

17警 察署

18　 公衆電話(88年 設置)

19公 衆電話(88年 設置)

20　 発電所

21　 自動車修理場

22　 製材所(放 棄)
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BA:プ ララ族
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■　 白人居住家屋

　　 (ゲス ト・ハ ウスを含 む)
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図3　 マニ ング リダの 「まち」 と混住の状況(1988年)
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と もい うべ き過 程 を経 て運 転 で きる と判 断 した と き,は じめ て そ の道 を走 った のだ と

い う。

　 そ の技 術 の習 得 の方 法 と プ ロ セス は,当 時 に 比 べ て トラ ッ クが普 及 した 現 在 に おい

て もま った くか わ らな い。 ウ ヌ ウ ン氏 の 息 子 ガ ンダ デ ィ ラ もま た,こ の方 法 に よ って

父 か ら運 転 技 術 を習 得 して い るか らで あ る。

　 「む ら」 の 建 設 　 　 マ ニ ン グ リダ の 「ま ち」 の役 場 をつ う じて,ア ウ トス テ ー シ ョ

ン建 設 のた め に ボ ー トを 貸 与 され た68年,彼 はマ ニ ング リダ をで て 母 の 故 地 で あ る現

在 地 で 「む ら」 建 設 の作 業 を は じめ る。 そ れ は鉄 製 オ ノ とノ コギ リで,ユ ーカ リ属 が

優 占 す る森 林 を 伐 採 す る こ とか ら は じめ られ た。 この作 業 に は ウヌ ウ ン氏 の ほか,彼

と親 族 関 係 に あ る ジナ ン族2人 とブ ラ ラ族1人 の あわ せ て4人 の成 人 男 子 が 従 事 す る。

　 翌69年 に は,26kmは な れ た 隣 接 す る古 い 「む ら」 ガ ッチへ 徒 歩 で い くた め の 道 を,

1年 が か りで 開設 す る。 そ の後70年 前 後 の ころ,ウ ヌ ウ ン氏 は,夫 に死 別 した ブ ラ ラ

族 の 女 性 ラ ンプ プLanpupuと 再 婚 す る。 そ して そ の数 年 後,ア ボ リジニ 問題 省

(DAA)が ア ボ リジ ニ 社会 へ の積 極 的 な援 助 を 開 始 した 直 後 の74年 か ら75年 に か けて,

役 場 を つ う じて トタ ンが支 給 さ れ る。 これ を う けて ウ ヌ ウ ン氏 は,そ れ ま で の 高床 式

の樹 皮 家 屋(図4)に かえ て,新 しいタ イ プ の トタ ンの家 屋 を 建築 す る。 この と き建

築 され た トタ ンの家 屋 は,ウ ヌ ウ ン氏 を は じめ,彼 の 兄(80年 ごろ ガ マ デ ィで死 亡 し

た)と 彼 の母 方 の交 叉 イ トコで あ る ナ ラ ピァNarapya氏,お よび ウ ヌ ウ ン氏 の 息子

ガ ンダ デ ィ ラの小 屋 の4戸 で あ る。

　 従 来 の樹 皮 にか え て 高 床 の部 分 を トタ ンで お お った よ うな 構 造 の これ らの 家 屋 は,

日中 の気 温 が摂 氏40度 を こえ る乾 季(7～11月)に は使 用 で きず,彼 ら は屋 外 に カ ヤ

を つ って 眠 る こ と とな った。 しか し,風 雨 を しの ぐ効 果 が た か い この トタ ンの家 屋 は,

雨 季 に は重 宝 され る。 た とえ ば ウ ヌ ウ ン氏 の 場 合(図5),家 屋 の東 側 に あ る高 さ75

cmの 床 は夫 婦 が,北 側 の 高 さ210cmの 床 は息 子 の ガ ンダ デ ィ ラが使 用 して い た。

彼 の近 縁 の親 族 が滞 在 す る と きに は,そ れ らの 人 び と は西 側 の 床 か 土 間 に 眠 った。 た

き火 は,雨 季 の蚊 や りと調 理 のた め の もの で あ る(乾 季 に は調 理 も屋 外 で す る)。

　 こ う した家 屋 が建 設 され,「 む ら」 の か た ち を と との え た75年,ガ マ デ ィは ア ウ ト

ス テ ー シ ョ ンと して マ ニ ング リダ の 役 場 に 登録 され る。

　 翌76年,ウ ヌ ウ ン氏 らは再 び マ ニ ング リダ の 役 場 を とお して,ト ラク タ ー の貸 与 を

うけ る。 「む ら」 の南5kmの ロル ガ エ ラRolgaeraに,急 病人 を 「ま ち」 に空 輸 す る

た め の,軽 飛 行 機 用 の 滑 走 路 を 建設 す るた め で あ った。 立木 を伐 採 しその 根 株 を トラ

ク タ ーで ほ りお こす な ど,こ の 作業 に は1年 を要 した。
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平 面 図

立 面 図

　 　 図4　 樹皮家屋の見取 り図(単 位cm)

現国立民族学博物館所蔵資料(標 本番 号HO123979)

　滑 走 路 が完 成 す る と,翌 年(77年),ウ ヌ ウ ン氏 は 「む ら」 に シ ョ ップShOPの た

め の 独 立 の 家 屋 を設 け る。 この シ ョ ップ は,マ ニ ング リダ の 「ま ち」 の マ ー ケ ッ ト

(開発 協 会Maningrida　 Progressive　 Association:MPAが 経 営 ・管 理 す る)か ら運

ば れ る小麦 粉 や缶 詰,砂 糖 や紅 茶 とい ったマ ーケ ッ ト ・フ ーズ と散 弾 銃 の 弾 丸 な ど を

一 時 的 に貯 え
,必 要 に 応 じて販 売 す る 「店 」 で あ った(表4に は,1984年 の 販 売 品 目

と価 格 を あ げ て お い た。77年 ごろ に は,こ れ らの うちパ ンや ベ ー キ ン グパ ウダ ー な ど

を 除 い て,ほ ぼ 同 じ品物 が販 売 され た と思 われ る)。

　 当 時,こ れ らの品 物 の供 給 地 は,プ ライ スBlyth川 が利 用 で きる ガマ デ ィに限 られ

て いた 。 その た め,隣 接 の 古 い 「む ら」 ガ ッチ や すで に建 設 を は じめて い た ウ レジ ェ
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①北側立面図

②平面図

③東側壁面

図5　 ウヌ ウン氏の トタ ン家屋の見取 り図(単 位cm)
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表4　 「店」で販売 された品物(1984年)

　 　　 　　 　単位 ドル(1ド ル は約100円)

砂 糖(lkg入 り)

小 麦 粉(lkg入 り)

紅 茶(1箱)

粉 ミ ル ク(1缶)

ビスケ ッ ト(1箱)

塩(1kg入 り)

マ ッ チ(1カ ー トン)

コンビーフの缶詰(1缶)

肉 と野菜 の缶詰A(1缶)

肉 と野菜 の缶詰B(1缶)

肉入 りパ イの缶詰(1缶)

ベーキ ング ・パ ウダー(1缶)

紙巻 きタバ コA(1缶)

紙巻 きタバ コB(1缶)

タバ コの巻 き紙(1包)

ソフ ト・ドリンク各種(1缶)

パ ン(1ロ ーブ)

石 鹸(3個)

洗 濯 洗 剤A(1箱)

洗 濯 洗 剤B(1箱)

散弾銃の弾丸(1箱)

3.00

1.50

1.50

7.50

2,50

1.50

1.　50

2.00

3.00

2.00

3.50

2.00

3.50

3.00

0.20

0.70

2.50

1.50

4.00

1.50

16.00

A°Bは 同一品 目に2種 類 の製 品があ ることを示

　す(資 料は 「店」の掲示による)。

Wre(加 な ど は,ガ マ デ ィの 「店 」 を

経 由 して これ らの品 物 を 入 手 して い た 。

さ らに,こ の ころ す で に支 給 され て い

た 失 業 保 険金(白 人 的 な意 味 で 職 を も

た な い ア ボ リジニ は すべ て失 業 者 と み

な され て い る)な どの 社会 保 障 金 も,

ガ マ デ ィを 経 由 して 周 辺 の 「む ら」 に

配 られ た ら しい 。

　 と こ ろで,ガ マ デ ィの 北10kmに

あ る 「む ら」 ウ レ ジ ェの建 設 に も,ウ

ヌ ゥ ン氏 はふ か くか か わ って い た 。 現

在,ウ レジ ェ の リーダ ーで あ るス テ ィ

ールStea1氏(ブ ラ ラ族)は,ジ マ ル

ダDjimarda「 む ら」(図2参 照)に 滞

在 して い た ころ,ア ボ リジ ニ間 の 争 い

で シ ャベ ル ノ ー ズ(鉄 製 の は ば ひ ろ な

ヤ ジ リを もつ戦 闘 ・狩 猟 用 の ヤ リ)で

下腹 部 を射 ぬ か れ,重 傷 を負 っ た。 ウ

ヌ ウ ン氏 の 世話 で ガマ デ ィに逃 げ こん

だ 彼 は,傷 が い え た あ と もガマ デ ィで の生 活 を の ぞ ん だ とい う。 しか し,ウ ヌ ウ ン氏

の つ よ い す す めで,ス テ ィール 氏 は,父 の 故 地 で あ る現 在 地 に あ らた な 「む ら」 ウ レ

ジ ェを建 設 した。

　 さて,ガ マ デ ィに 「店 」 を設 け た この年(77年),ウ ヌ ウ ン氏 は マ ニ ング リダ の役

場 を と お して,太 陽電 池 と 自動車 の蓄 電 池 を電 源 にす る無 線 電 話 を購 入 す る。 この 当

時,ガ マ デ ィ周辺 に は無 線 電 話 が ま だ ま った く設 置 され て い な か った。 そ の た め,周

辺 の 「む ら」 び と はマ ニ ング リダ の 「ま ち」 との 連 絡5》の た め,し ば しば ガ マ デ ィを

たず ね る こ とに な った 。 この無 線 電 話 と 「店 」 の存 在 に よ って,ガ マ デ ィは この 地 域

の小 さ な ロ ー カル ・セ ンタ ーの機 能 を に な う こと に な る。 その こ とが ウ ヌ ウ ン氏 に は

5)1984年10月5日,15日 の合計8時 間に筆者 が記録 したガマデ ィ ・マニ ング リダ間の1時 間 当

たり平均通話 回数 は2・1回 であ った。通話内容 はマニ ング リダ発で は,食 糧供給 トラックが出

発 した こと,「 まち」 に住む親族 の動静な どである。 またガマデ ィか らの発信で は,狩 りの獲

物の種類や数,獲 物の一部を通 りがか った トラックにた くして送 った ことなどであ る。一般 に

日常の こま ごま した ことを伝 えあうのに,無 線電話が使用される。この無線電話の価格は,本

体 と太 陽電池などを含 めて,1セ ッ ト2,000ドルで ある(82年10月 現在)。
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自慢 で あ った ら しい。

　 こ う した経 緯 の 後,77年 に船 外 機 つ きの ボ ー トが 貸 与 され て,ガ マ デ ィは ほ ぼ現 在

の 「む ら」 の施 設 とか た ち を と と のえ る。 この ころ,マ ニ ン グ リダ を は じめ ラマ ンギ

ニ ンな ど 「ま ち」 に生 活 して きた 人 び とが,比 較 的 近縁 の 親族 を た よ って ガマ デ ィに

集 ま りは じめ る。 そ れ は ブル ンブル ンBulunBulun氏(76年 に この 「む ら」 に うつ り

住 ん だ。 詳 し くは ブル ンブル ン氏 の生 活 史 を 参 照)の 兄弟 で あ るゲ ェルゲ ェルGirr-

Girr氏 とそ の家 族,ウ ヌ ウ ン氏 の妹 を妻 に もつ ガ ジ ャオ ウ ラGadjaowra氏 夫 婦,そ

れ に ウ ヌ ウ ン氏 の 母 方 の 交 叉 イ トコで あ るナ ラ ピア 氏 の 家 族 な どで あ った(図6)。

こ の こ ろガ マ デ ィの 居 住 者 は22人 と も っ と も多 くな る。

　 ナ ラ ピア氏 を 除 い て トタ ンの 家 屋 を もた な か った彼 らは,容 易 に建 築 で き る従 来 の

樹 皮 家 屋 に それ ぞ れ 生 活 した 。 そ の 家屋 は,彼 らが再 び 「ま ち」 にで る83年 の乾 季 ま

で ガ マ デ ィ に存 在 した(写 真3,図7)。

　 この83年 の で き ご とに つ い て,ウ ヌ ウ ン氏 は 「彼 らが なぜ こ こを で た の か は しらん 。

聞 き も しな か った。 だ が そ の後 も と きど きたず ね て きて,一 週 間 か10日 は こ こに 暮 ら

して い く」 と語 る。 そ れ よ りま え80年 ご ろ,ウ ヌ ウ ン氏 の兄 が ガマ デ ィで 病死 す る。

兄 の 遺 体 は,病 院 で の検 視 の た め,マ ニ ング リダ を経 由 して 飛 行 機 で ダ ー ウ ィ ンに 移

送 され た 。

　 この 病 院 で の検 視 は,死 因 の確 認 　 　病 死 か トラ ック な どの 事 故 に よ る もの か変 死

か の 確認 　　 を お もな 目 的 と して66年.ご ろ に は じま る。 それ に 対 して,当 時 の この地

　B:プ ル ンブ ル ン　BulunBulun

Q:ゲ ェル ゲ ェルGirrGirr

W:ウ ヌ ウ ンWunuWun

TG:ガ ンダ デ ィ ラGandadila

N:ナ ラ ピアNarapya

G:ガ ジ ャオ ウ ラGadjaowra

D:ジ ュ ン ジュ ロDjunDjuro(80年 ご ろ誕 生)

婚姻関係を示す

結婚の順序 を示す　 *メ ル ウェンビ在住

図6　 ガマデ ィの居住者(1982年 当時)
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写真3 高床式の樹皮家屋

ブル ンブ ル ン氏 が トタ ンの家 屋 と と もに1983年 ま で併 用 して いた もの 。

屋 根 にはEucalPtPtustetrodontaの 樹 皮 が 用 い られ る 。

域 の ア ボ リジニ は異 議 を とな え た。 そ の理 由を ウ ヌ ウ ン氏 はつ ぎの よ うに い う。

「病 院 で の検 視 は好 ま しい ことで は ない 。 彼 らは死 体 と と もに死 者 の血 も汗 もす べ

て を も って い って しま うか らだ。 それ は こ こ にあ るべ きな の だ 。死 体 が異 臭 を は な っ

て も,そ れ は た い した こ とで は な い。 わ し らは いま も死 者 と死 者 の ス ピ リ ッ トの め ん

ど うを み た い と思 って い る。 そ れ は わ しが ア ボ リジニ だ か らだ(ジ ナ ン族 は,死 者 を

精 霊 の世 界 に導 くた め に は,死 者 の血 と汗 が 欠 か せ な い と考 え る。 そ の血 と汗 が フ ク

ロ ウを な か だ ち に精 霊 ム ンニ ャ リルMunyarilに わ た され る こ とに よ って,死 者 が精

霊 の世 界 に導 か れ る と信 じて い る)。 だ か ら,検 視 が は じま った と き,わ しらは死 体

の か わ りに水 牛 の 肉 を枢 に いれ て送 った。 しか しい ま で は,わ し らは病 院 や 警 察 と議

論 した くな い」。

ウヌ ウ ン氏 は兄 の遺 体 の返 却 を ま って,葬 送 の 儀 礼 を お こな った6)。 「む ら」 の 北東

隅 に墓 地 が つ く られ た の は,こ の と きの こ と ら しい 。83年 に 一 部 の 人 た ちが 「む ら」

6)筆 者 は1982年 にジナ ン族 に領域を接す るブララ族 の葬送儀礼への参加が許 された ものの[松

山1986],遺 体 の処理 についての観察な どは許され なか った。

1930年 代の トムソンThomsonの 観察によると,遺 体 はつ ぎのように処理 される。まず死者

のFZS,ZS,MBな どが遺体に クランの模様を描き,つ いで死者 の頭髪やあ ごひげをぬ きとる。

この頭髪 は死者のMFやMBSな どに送 られて糸にあまれたあ と,死 者の近縁の親族,と くに

成人 した息子があればその息子にかえされ る。

遺体 はボデ ィー ・ペイ ンティング したその 日か数 日後 に埋葬する。その後1～2カ 月 して遺

体 をほりだ し、四肢、頭骨 の順で骨をとりはず して洗 ったあ と樹皮につつむ。 これを死者の ク

ランの模様を描いた円筒形 の枢 に入れる。このときに,死 者 が生前使用 して いた小屋やヤ リな

どの所有物を もや し,死 のけがれを浄める。骨を入れた円筒形の極は自然 に腐食するまで,キ

ャ ンプにたてておかれ る[PETERsoN1976:97-108]。
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森林

トタンの家

トタンの家(1975年 建設)

トタンの家(1983年 建 設.鉄 骨 ・トタ ンば り、 コンク リー ト床 をもつ

　　　 　　　 もっ とも新 しいタイプの家)

樹皮製家屋(1977年 ごろか ら83年 まで)

W:ウ ヌ ウ ンWunuWun

N:ナ ラ ピ アNarapya

B:プ ル ンブ ル ンBulunBulun

TG:ガ ン ダ デ ィラGandadila

G:ガ ジ ャ オ ウ ラGadjaowra

　 S:シ ョップ

図7　 ガマデ ィの家屋配 置

を で た の は,ウ ヌ ウ ン氏 の兄 の死 が ひ とつ の理 由 だ った と考 え られ る。 か つ て は頻 繁

に 居 住 地 を か え て きた彼 らに と って[HEPP肌L　 l979:51-56],近 い親 族 の 死 はガ マ

デ ィを 離 れ るに 充 分 な契 機 とな ったで あ ろ う7)。

　 そ して86年,長 い あ い だ 懸 案 で あ った井 戸 が,ア ウ トス テ ー シ ョ ンの 援 助 機 関 と し

て78年 に 役 場 か ら 独 立 したバ ウ イ ナ ンガ ・ア ボ リジニ 協 同 組合(BAC)に よ って 設 置

され る。 風 車 で 揚 水 す る この 井戸 の完 成 で,現 在 あ る ガマ デ ィ 「む ら」 の 施 設 が す べ

て と との う こ と とな った 。

　 この ガ マ デ ィの リーダ ー で あ る ウヌ ウ ン氏 は,「 む ら」 建設 の 過 程 で,キ リス ト教
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徒 に な るよ う くりか え し白人 の宣 教 師 に勧 誘 を うけ る(会 派 は不 明だ が,マ ニ ング リ

ダ に教 会 を もつ合 同教 会Uniting　 Church　 in　Australiaか,ア ボ リジニ のあ いだ に

現 在 ひ ろ く普 及 して い る純 福 音 教 会 連 合Full　 Gospel　 Church　 in　Australiaの い ず れ

か だ と思 わ れ る)。 そ のつ ど彼 は,「 わ しは ラム も ビール も飲 む 。 喧 嘩 もす る。 だ か ら

キ リス ト教 徒 に は な らん 」 と い って 断 って きた とい う。 彼 は いま も キ リス ト教 に は無

関心 で あ る。

　 そ の ウヌ ウ ン氏 は,著 名 な 木皮 画家 で あ る。 成 人 儀 礼 を おえ た 直 後 「白人 社会 に あ

こ が れて い た」 当時,彼 は木皮 画(乾 燥 した ユ ー カ リ属 の 樹 木 の 樹 皮 に,顔 料 を 用 い

て 彼 らの 神 話 や ド リー ミン グ(ト ー テ ム)を モ チ ー フ に した ア ーネ ム ラ ン ド ・ア ボ リ

ジニ に 特 徴 的 な絵 画)や 彫 刻 を は じめ各 種 の 儀 礼 な ど',彼 らの文 化 に は あ ま り関心 が

な か った ら しい。 彼 が 木 皮 画 の 描 き方 とそ の モ チ ー フ の背 後 に あ る神 話 や 儀 礼 にっ い

て,父 の教 え に本 格 的 に関 心 を もつ よ うに な った の は,ダ ー ウ ィンで の 都市 生 活 の あ

とだ った ら しい。 そ れ は おそ ら く,ウ ヌ ウ ン氏 が メル ウェ ン ビに滞 在 して い た20歳 代

前 半 の ことで あ った とみ られ る。

　 そ のせ いか 彼 は 「わ しは31の 神 話 しか しらん 。 ほ か の老 人 は も っ と しって い る。 彼

らはわ しを ム チ うつ か も しれ ん 」 と語 る。 神 話 に生 活 の規 範 を求 め て きた彼 らの社 会

に お いて,こ れ は ウヌ ウ ン氏 が規 範 の すべ て を充 分 に知 らな い と思 って い る こ とを意

味 す るの で あ ろ う。 そ の こ とに よ って 彼 は,慣 習 に した が え ば身 体 的 な制 裁 を加 え ら

れ るは ず で あ る と い うので あ る。5そ の彼 は48歳 の こ ろ(78年),慣 習 に したが って プ

ロ ミス ト ・ワ イ フ8)と い うか た ちで,ブ ラ ラ族 の 女 性 ワイ マ ンパWymanpaを2人 め

の妻 に む かえ,80年 ごろ彼 に と って の 第2子 ジ ュ ン ジュ ロ][)jun(lj　uroを も う けて い

る。

　現 在,ウ ヌ ウ ン氏 が 好 ん で木 皮 画 に描 くの は,祖 先 祭 祀 で もあ り子 供 の 誕生 を祝 う

た めで もあ る 「星 まつ り」 の儀 礼[松 山　 1988b:407-435]や,彼 の ド リー ミング

7)ウ ヌウ ン氏 が 「む ら」 にとどま ったのには,ト タ ンの家屋をは じめ,墓 地 など 「む ら」の施

設 がすでにかなりの程度ととの っていたことがあ る。

　 彼 らが トタ ンの家屋に暮 らしはじめてか らは,人 が死亡 して もその死者の家屋をもやす こと

もとり壊す ζともしない。そのかわ り家屋の外壁を赤の顔料(オ ーカー)で 描いた1本 の線で

囲 ったあと(赤 オーカーには死者の霊 をおい はらう力があ ると信 じられている),一 定の期間,

使 用せず に放 置する。期間をす ぎると一種の浄めの儀礼をお こな ってか ら,死 者 の親族 らがそ

れ を使用す る。 このことは トタ ンの家屋が彼 らに とって永続的な ものと認識されて いることを

示 してい る。その家屋を もっていたウヌウン氏は,「む ら」 にふ みとどま ったとみ られる(「む

ら」を 出た人び とは,ガ ジャオ ウラ氏を除いてすべてが樹皮家屋 に生活 して いた)。

　 これ とともに,兄 の遺体を埋葬 した墓地のあるガマデ ィは、 ウヌウン氏にとって,彼 の生誕

地 より以上に,土 地 との結びつきを深めていたとみ られる。この2つ が,彼 をガマデ ィにふみ

とどま らせたおもな理由であろう。
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で あ る 「笙 」 や 「ヤ ム イモ 」,　「チ ョウ」 や 「トンボ 」 の モ チ ー フで あ る(写 真4)。

そ の精 緻 な 画法 の木 皮 画 はた か い 評 価 を うけ,ア ボ リ ジニ芸 術 振 興 協 議 会(Aborigi-

nal　Arts　Board)が 管 轄 す るア ボ リジニ芸 術 局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts　Centre,

マ ニ ング リダ で はア ボ リジニ 協 同 組 合BACに 併設 され る)を つ う じて,最 近 の数 年

間 に数 回 に わ た って 生 活 資 金 の援 助 を え た だ けで な く,木 皮 画 を販 売 して え た収 益 は,

85年9月 か らの1年 間 を例 に とる と5,000ド ル(邦 貨 に換 算 して50万 円強)に た っ して

い る(こ の 間 に製 作 した木 皮 画 は11枚)。

　 写真4　 ウヌウン氏の木皮画 「星まつ り」　　　　 　 写真5　 ブル ンブル ン氏 の木皮画

　祖先の精霊が宿 る2本 の柱マ ラジ リMara(ljiri　 彼が属するク ランの故地(カ ン トリー)を 描
と踊 る人び とを中央 に,上 部 には彼の ドリー ミ いた もの。 中央 と上部 の2つ の円は神聖 な 「ク

ング(ト ーテム)で あるチ ョウや トンボが,下 部 ラ ンの泉」をあ らわす。 この泉には彼の ドリー

にはユーカ リの木 と儀礼用の籠 が描かれる。 中 ミング(トーテム)であるカササギガ ンAnseranas

央2本 の棒は,彼 らの楽器 のひ とつ拍子木であsemipalmataや クビナガガメChelodina　rugosaな ど

る。 国立民族学博物館 所蔵 資 料　 標本番号Hが 生棲 し,彼 の祖先 の精霊が生活する。 そ こは
140381,写 真5は 同 じくH101957　 　 　 　 　 死 して後ブル ンブル ン氏の精 霊 が旅だつ世 界で

　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 もあ る。

8)プ ロ ミス ト・ワイフは,EGOのFZDDの なかか ら選ばれる。その選択はEGOの 母の姉妹

とそ の配偶者によ ってお こなわれる。 この決定がなされる と,夫 となるべ き男性 はプロ ミス ト
・ワイフになるべき女性の出生か ら結婚後にいたるまで

,彼 女 と彼女 の両親に経済 的な援助を
つづ けることが義務づ け られ る。 この義務 は、プ ロミス ト ・ワイ フの両親が援助の解除を 申し

出 るか、も しくは死亡す るまで課 される。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
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(3)ブ ル ンブル ン氏 の生活史

　 1976年 に ガマ デ ィに うつ り住 ん だ ブル ンブ ル ン氏 は,都 市 で の 生 活 体 験 を もた ず,

狩 猟 に よ る食 糧 獲 得 や 儀 礼 へ の 頻繁 な参 加 に よ って,こ の 「む ら」 を 経 済 的 に も社会

的 に も支 え て きた。 い ま ガ マ デ ィ最大 の保 有 財 の持 ちぬ しで あ るそ の 彼 が語 る生 活体

験(表5)は,ウ ヌ ウ ン氏 と は別 の ア ーネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジニ の 生 活 の変 化 を 明 ら

か に す るで あ ろ う。 そ の 生 活 史 の時 期 区分 が ウヌ ウ ン氏 と こ と な るの は,す で に述 べ

た理 由 に よ る。

　 結 婚 まで 　 　 1953年 ご ろア ラ フ ラ湿 地Arafura　 Swampの 東 縁,ジ ンバ1〕)jinba族

の本 来 の領 域 に生 れ た ブル ン ブル ン氏(氏 の名 前 は彼 が もつ 複 数 の ド リー ミング の ひ

とつ,あ る種 の クモ を 意 味 す る)は,成 人 儀 礼 を うけ るま え の60年 前 後 の ころ,家 族

と と も に ミ リンギ ン ビの 「ま ち」 に うつ る。 こ の移 動 は,役 人 の 勧誘 に も とつ く もの

で はな か った(ミ リ ンギ ン ビは メ ソ ジス ト教 会Methodist　 Churchに よ って1923年 に

設 立 され た)。 それ は ブル ンブル ン氏 の 父 が,彼 を 学 校 に か よ わせ て英 語 を習 わせ よ

う と した た め で あ った とい う。

　 ミ リン ギ ン ビの 「ま ち 」 に うつ った彼 は,し ば ら くの あ い だ 学校 へ か よ った り,湿

地 に生 育 す る野生 稲 を収 獲 して ダ ー ウ ィ ンへ 発 送 す る仕 事 につ い た りす る。 こ の こ ろ

彼 は成 人 儀 礼 を お え た もの とみ られ る。 そ の 後 あ い だ を お か ず に,彼 は木 皮 画 の技 法

を父 に 習 った ら しい。 現 在 の彼 は,ウ ヌ ウ ン氏 と同様 に屈 指 の木 皮 画家 で,そ のモ チ

ー フに は彼 の ドリー ミ ングで あ る 「ク ビナ ガ ガ メ 」 や 「カ サ サ ギ ガ ン」 が多 く登 場 す

る(写 真5)。

　 ブル ンブル ン氏 は木 皮 画 の 技 法 を 習 得 す るか た わ ら,当 時 こ の 「ま ち」 に開 設 され

て い た農 園(フ ィジ ー系 の人 が管 理 して い た)で,バ ナ ナ,コ コナ ッッ,ピ ー ナ ッッ,

カ ボ チ ャな ど を栽 培 す る農 園 労 働 者 とな り,ト ラク タ ー の運 転 技 術 を 身 につ け る。 そ

の 技 術 の習 得 方 法 は,す で に 述 べ た ウヌ ゥ ン氏 とかわ らな い。

　 こ う して 彼 は はや くか ら 「ま ち」 に暮 ら した が,キ リス ト教 に は無 関 心 で あ った。

そ の彼 の一 家 が,こ の ミ リンギ ン ビに い つ ま で滞 在 した か 明 らか で ない 。 彼 ら はそ の

後,グ ラ イ ドGlyde川 下 流 の 「ま ち」 ナ ンガ ラー ラNangalalaへ うつ る。 こ こで ブ

ル ンブル ン氏 は,食 糧 供 給 用 船 の淺 橋 つ く りに した が う。 こ の 当時 か らア ーネ ム ラ ン

ド西 部 の 「ま ち」 に は,2週 間 に1度 の割 で ダ ー ウ ィ ンか らの食 糧 供 給 船 が 就 航 して

い たか らで あ る。

　 淺 橋 が完 成 す る と,彼 は この 「ま ち」 に 隣接 して い た牧 場 の ア ボ リジニ 労 働 者 を,
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表5　 ブル ンブル ンBulunBulun氏 の生活体験 　 ()は 推定年を示す

歴 史 的 な 状 況 個　人 的　体 験

1880-82パ ス トラル ・ブ ー ム

　 　 　 ア ー ネ ム ラ ン ド,牧 畜 業 に リー ス され る

ユ920ア ーネ ム ラ ン ド西部 に保 護 区設 定

1923　 ミ リ ンギ ン ビ ・ミ ッシ ョン開設

42　 ダ ー ウ ィ ン爆撃

　 　N・T政 府 ア リス へ(45.9ま で)

　 　 オ ー エ ンペ リの ア ボ リジニ,大 量 にダ ー

　 　 ウィ ンの 陸 軍 が 雇用[COLE　 l957:47]

47マ ニ ング リダ に交 易 所 開 設

　 　 [KYLE-LITTLE　 l957:123]

　 　 中央 ア ー ネ ム ラ ン ドの多 数 の ア ボ リ ジ

　 　 ニ,ダ ー ウ ィ ンへ流 出(50年 代)

　 　 【McKENzlE　 1976:236]

57　 マ ニ ング リダ,集 落 と して の 経 営 は じま

　 　 る

64ア ボ リジニ市民権?得

　　銃の使用許可(60年 代前半)

(66)ダ ー ウィン病院での遺体 の検視は じまる

　　　(遺体 のダー ウィン移送が義務づ け られ

　　 る)

　　 ア ウ トステーシ ョン ・ムーブメン ト

(70)社 会保障金(失 業保 険金)支 給開始

72　 労働 党内閣成立,ア ボ リジニ問題省をつ

　　 うじてアボ リジニ社会へ の積極的な援 助

　　 はじまる

73マ ニ ング リダか らの道路が整備 されは じ

　　 める

76　 アボ リジニ土地権法制定

78バ ウイナ ンガ ・アボ リジニ協同組合発足

　　 (マニ ング リダ)

79　 アボ リジニ芸術局(マ ニ ング リダ),本

　　格的活動開始

80沿 岸2㎞ 囲い込み

1953　 アラフラ湿地東縁に生 れる

(60)ミ リンギ ンビへ移住

　 　　成人儀礼,木 皮画の技 法を習得

　 　　 トラクターの運転技 術習得

　 　　ナンガ ラーラへ移住

　 　　父,死 亡

(63)マ ニ ング リダへ移 る

　 　　製材所の仕事 につ く

　 　　牧童の仕事につ く

(68)リ ンジャル ラと結婚

　　 工芸品買い上 げの補助につ く

(70)ア ウ トステーシ ョンへの食糧供給の仕事

　　 の補助 につ く

　　 モル ゴラム建設 に参加

　　 プロ ミス ト・ワイフをめ ぐる争 いに破 れ

　　 る

76ガ マデ ィに移 る

　　 この頃か ら木 皮画製作 に専念

86故 地 にアウ トステーシ ョン建設を計画
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トラ クタ ー で送 迎 す る仕 事 を え る。 この仕 事 に従 事 して い た60年 代 前半 と推 定 さ れ る

ころ,彼 は父 を亡 く して い る。 この父 の 死 を 契 機 に,ミ リンギ ン ビで 生 れ た弟 のゲ ェ

ル ゲ ェル氏 と と もに,彼 は ナ ンガ ラー ラを は なれ,建 設 ま もな い マ ニ ング リダ に うつ

った。

　 結 婚 後 　 　 こ こで は,ユ ー カ リ属 の樹 木 を 伐 採 ・製 材 し,ダ ー ウ ィ ンへ搬 出 して い・

た製 材 所 の仕 事 をへ て,し ば ら く牧 童 と して 働 くこ とに な る。 当 時 の マ ニ ング リダ に

は,い ま の警 察 署 の す ぐ背 後 に　(図3参 照),牛 の 移 送 に そ な え た ヤ ー ドが あ った。

この ヤ ー ドは,オ ー エ ンペ リ方 面 か らロ ーバ ー ・リバ ー 方面 へ 移送 す る牧 牛 を一 時 的

に管 理 す る施 設 で,彼 は そ こで 朝 ゲ ー トを あ け,夕 方 に は牧 牛 を ヤ ー ドに入 れ る仕 事

に つ い た。 この ころ,ブ ル ンブル ン氏 は ウ ヌ ウ ン氏 の姉 リン ジ ャル ラ1・in(ljarlaと 結

婚 す る(ブ ル ンブル ン氏15歳 ご ろの こ とか)。

　 そ の後 ほ ど な く して 牧 童 をや めた 彼 は,や が て マ ニ ン グ リダ の 白 人 に見 い だ さ れ,

ア ボ リジニ が製 作 す る木 皮 画 や彫 刻,カ ゴな どを購 入 し都 市 へ販 売 す る仕 事 の補 助 に

つ い た。 しか し,こ れ も長 くつ づ か な か った。 彼 の 親族 関 係 に あ る人 び と が そ の作 品

を高 く購 入 す るよ うせ ま る な ど,彼 らとの あ い だ に い さか い が絶 え な か った か らだ と

い う。

　 70年 代 に な る と,マ ニ ング リダ の 「ま ち」 の 周辺 に は い くつ か の 「む ら」 が建 設 さ

れ は じめ,そ れ ら と 「ま ち」 を 結 ぶ 道 路 が 整 備 され て くる。 この ころ 「ま ち 」 のマ ー

ケ ッ ト(開 発 協 会MPAが 管 理 ・運 営 す る)は,ト ラ ックに よ る各 「む ら」 へ の,小

麦 粉 や缶 詰 な ど のマ ーケ ッ ト ・フ ーズ の 供 給 を 開始 す る。 ブ ル ンブ ル ン氏 は,こ の食

糧 供 給 トラ ックで 食 糧 品 を 販 売 す る仕 事 に,白 人 と と もに た ず さ わ る こと に な る。 こ

の 当時,ガ マ デ ィは まだ 建 設 途 上 にあ った。 ブ ル ンブル ン氏 が食 糧 そ の他 を運 ん だ の

は,マ ニ ング リダ 東 部 の ブ ラ ラ族 の 「む ら」 コパ ンガKopanga(図2参 照)を は じめ,

南 部 の レ ンバ ル ンガ 族 や グ ウ ィ ン グGunwingu族 が居 住 す る 「む ら」 で あ った(73

年 当時,「 む ら」 の 数 は5つ と も記 録 さ れて い る[BoRsBooM　 1978:1-5])。

　 「マ ニ ング リダ に は長 いあ いだ 暮 ら して い て,い ろ ん な仕 事 を した 」 と い う彼 は,

トラ ッ クの運 転 技 術 を習 得 した 後,ジ ンバ 族 の 「む ら」 ム ル ゴ ラムMurrgolamの 建

設 に参 加 す る。 しか し,ム ル ゴ ラ ムで は役 場 を つ う じて貸 与 さ れ た トラ ック を め ぐる

争 い が絶 え な か った。 それ ぞれ の人 が それ ぞ れ の 目的 の た あ に,ト ラ ック を うば い あ

う こ とが つづ き,ブ ル ンブル ン氏 もこの 争 い に ま き こま れ る。 そ の うえ彼 は,こ の こ

ろ プ ロ ミス ト ・ワイ フ を め ぐる争 い に破 れ る。

　 この 争 い は,彼 が慣 習 に した が って,プ ロ ミス ト ・ワイ フ とな った女 性 とそ の家 族
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に経済的な援助をしてきたにもかかわらず,彼 女は別の男性(彼 らの年齢段階に した

がって成人にたっした男性で,当 時のブルンブルン氏より年長で社会的な地位がたか

かった)と 結婚 したことにはじまる。その詳 しい経緯は語 られなかったが,と もか く

彼はその女性を妻にむかえることができなかった。

　そのためブル ンブルン氏は,さ きにマニングリダで結婚 した妻の リンジャルラとと

もに,ム ルゴラムを逃げだ し,妻 方(ガ マディ)に 居住することを選んだのだという。

それはウヌウン氏が軽飛行機用の滑走路を建設 していた76年 のことである。

　ガマディにうつったブルンブルン氏は,散 弾銃 とライフルを購入 し,食 糧?得 のた

めの狩猟に頻繁にたずさわる(ア ーネムランドでは,60年 代前半に銃の使用が許可さ

れた)。 その獲物が 「む ら」に滞在する成員に配分 される。 その一方で,彼 は木皮画

の製作に専念 しはじめ,79年 か ら本格的な活動をは じめたマニング リダのアボリジニ

芸術局から数回にわたる生活資金の援助をうけるとともに,大 都市での展覧会にしば

しばでかけるようになる。

　 しかし,ブ ルンブルン氏がガマディにうつって10年,87年 になると彼はつぎのよう

に語 る。

　 「マニングリダに7～8年,ガ マディに10年 ほど暮 らした。長いあいだわたしの故

地(ア ラフラ湿地の東縁)を たずねていない。そこに 「むら」をつ くり,兄 弟姉妹の

家族(ゲ ェルゲェル氏とその家族など)が 集まって暮 らしたい」。

　 ジンバ族であるブルンブルン氏は,ジ ナン族の領域の 「むら」ガマディに暮らして

きたからである。ブル ンブルン氏のこの願望 は,ア ボ リジニが可能な限 り彼の故地で

生活 し,そ こで,ま たはその近 くで死ぬことを熱望するという,彼 らに固有の故地へ

の愛着[PETERsoN　 l975:60-63]の あらわれとみられる。この故地への愛着は,故

地は現実の世界であると同時に,祖 先の精霊が暮らす世界でもあるという,彼 らの神

話にもとついている。

3.生 活 史 の 分 析

　時間の経過に沿って一応の記録ができた2つ の生活史を,生 活の変化に焦点をあて

て検討 してみると,い くつかの注 目すべきことがらが明らかになる。そのひとつは,

アーネムランドに特徴的な絵画である木皮画を,こ の2人 がさかんに製作する時期で

ある。ウヌウン,ブ ルンブルン両氏はともに成人儀礼の後に父からその手ほどきをう

けるが,本 格的な製作は彼 らがガマディでの生活を開始 した1970年 代後半からである
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ら しい と い うこ とで あ る。

　 ジ ナ ン族 の本来 の 領域 に 「む ら」 を建 設 し,食 糧 の5割 を 狩 猟 動物 に,残 りをマ ー

ケ ッ ト ・フ ー ズ に依 存 す る生 活[松 山　 1988a:613-646]を は じめ た 彼 らに と って,

生 活 の規 範 で あ る ク ラ ンの神 話[BERNDT　 l984:1221や 個 々人 の ド リー ミング(ト

ー テ ム)を 描 いた 木皮 画 の製 作 は
,自 らの ア イ デ ンテ ィテ ィを 確 認 す る手 段 と じて め

重 要 な意 味 が 与 え られ は じめ る。 なぜ な らば,彼 らの 思 想 に よ る と,男 性 が継 承 す る

父 系 ク ラ ン の神 話 や ド リー ミン グを描 い た木 皮 画 のモ チ ー フ とそ の 意 味 は,遠 い祖 先

の 時 代 か ら時 を こえ て 不 変 で あ る。 しか も,そ れ を 描 くこ と と描 か れ た木 皮 画 の ス ト

ー リーを 語 る こ と は
,あ る年 齢段 階 に た っ した父 系 ク ラ ンの男 性 の メ ンバ ー に の み許

され た行 為 だ か らで あ る[MoRPHY　 l　978:208-219]。

　 さ らにマ ニ ング リダ の 「ま ち」 の ア ボ リジ ニ芸 術 局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts

Centre)を つ う じて,ア ボ リジニ芸 術 振 興 協 議 会(Aboriginal　 Arts　Board)力 塑 備 し

た販 路 を つ か った木 皮 画 の販 売 は,白 人 社 会 に対 す る 自民 族 文 化(白 人 社会 か らは ア

ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジニ と して 一括 され る文 化)が 存 在 す る こ との 主 張 を 可 能 に す

る。 それ ばか りで な く,木 皮 画 の製 作 と販 売 は,彼 らが 貨 幣 経 済 に あ らた に 対応 す る

こ と を も可 能 にす る もの とな った。 そ れ は,現 在 の 彼 らに と って も っ と も重 要 な市 場

指 向型 の経 済 活 動 と な って い る[ALTMAN　 1982:14-17,1987:47-57〕 。

　 こ の木 皮 画 の製 作 は,彼 らが ガ マ デ ィに居 住 す る以 前 に も お こな わ れ た で あ ろ う。

しか し,そ の機 会 は きわ めて 稀 で はな か った か と思 わ れ る。 た とえ ば ウ ヌ ウ ン氏 の 場

合,成 人 儀 礼 につ づ く青 年 期 を 「白人 社 会 に あ こが れて 」 都 市 で す ご した あ と,ア ー

ネ ム ラ ン ドで は ア ウ トス テ ー シ ョンの建 設 に従 事 す る。 彼 が木 皮 画 製 作 の機 会 を もて

た の は,お そ ら くメル ウ ェ ン ビとマ ニ ン グ リダ に滞 在 した十 数 年 ほ どの あ いだ で あ ろ

う。 しか し,メ ル ウ ェ ン ビで は父 の 教 え に よ うや く本 格 的 な関 心 をい だ い た 時 期 で あ

り,彼 が うつ り住 ん だ 当時 のマ ニ ン グ リダ は,異 部 族 の混 住 の なか で 生 活 す る こ と自

体 に緊 張 を 強 い られ,長 老 が も って い た権 威 も無 視 され る状 況 にあ っ た。 この ころ の

マ ニ ング リダで は,彼 らの文 化 が もった 価 値 が ほ とん ど意 味 を う しな いか けて い た。

　 さ らに ウヌ ウ ン氏 の生 活 史 を ブル ン ブル ン氏 と対 比 して み る と,ア ウ トス テ ー シ ョ

ンの 建設 な ど を と お して,こ の2人 が 自 らの 文 化 へ の こだ わ りを みせ は じあ るの は,

20歳 代 後 半 か ら30歳 代 前 半 の年 齢 段 階 に到達 して か ら ら しい こ とが うか が わ れ る(表

3・5参 照)。 こ う した精 神 的 な状 況 を想 定 す る と,ガ マ デ ィで の生 活 を は じめ る以 前

に は,木 皮 画 を ほ とん ど製 作 して い なか っ た と思 わ れ る。

　 木 皮 画 の 製 作 と販 売 は,む しろ70年 代 後 半 のマ ニ ン グ リダ に お け るア ボ リジ ニ芸 術
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局 の設 置 と,ア ウ トス テ ー シ ョン運 動 とい う歴 史 的 な状 況 の なか で,加 速 度 的 に 展 開

して きた ので は な いか と考 え られ るの で あ る。

　 生 活 史 に見 い 出 され る注 目す べ き事 実 の ふ た つ め は,現 在,彼 らが保 有 す る生 活 財

と生 活 経 験 との か か わ りで あ る。

　 す で に述 べ た よ う に,都 市 で の 生 活 体 験 を もた な い ブル ンブル ン氏 は,い ま ガ マ デ

ィ最 大 の保 有 財 の持 ちぬ しで あ る。 その 彼 が 近 年 に な って購 入 した もの に は,67品 目

130点 を こえ る雑 多 な い わ ゆ る白 人 的 な 財 が あ る(表6)。 そ の な か に は,狩 猟 用 の散

弾銃 や ライ フ ル,洗 濯 洗 剤,展 覧 会 の た め の大 都 市 へ の旅 行 用 トラ ン ク(ふ だん は衣

類 が 入 れ られ る)と ズ ック靴 を は じめ,冷 蔵 庫 の よ う に と りあ え ず の 用途 を もた な い

もの か ら9、,儀 礼 で うた わ れ た 「うた 」を 自 ら録 音 し聴 くた めの ラ ジオ ・カ セ ッ ト・デ

ッキ,テ レ ビ と ビデ オ ・デ ッキ の セ ッ トに い た る まで が含 ま れ る。 この テ レ ビ と ビデ

オ ・デ ッキ は,現 在 ガ マ デ ィの人 び と に最 大 の娯 楽 を もた ら して い る。 彼 ら は ほ とん

ど毎 日,日 没 と同 時 に屋 外 に もち だ さ れ た テ レ ビに集 ま り,ビ デオ 映 画(ナ レ ー シ ョ

ンは英 語)を 観 賞 して い る10)。 電 源 は,ガ ソ リ ンを燃 料 にす る小 型 の 発 電器 で あ る。

　 これ ら多 数 の 保 有 財 の う ち,冷 蔵 庫 や テ レ ビ と ビデ オ ・デ ッキ の セ ッ ト,扇 風 機 な

ど の耐 久 消費 財 は,86年 に購 入 され た。 そ の購 入 資金 の大 部 分 は,木 皮 画 を販 売 して

え た 収 入 で あ る。 この 時 期 に あ た る85年 か らの1年 間 に,ブ ル ンブ ル ン氏 がマ ニ ング

リダ の ア ボ リジ ニ芸 術 局 を つ う じて 販 売 した 木 皮 画 は15枚,そ の売 却 代 金 は5,000ド

ル(邦 貨 に換 算 して約50万 円)に た っす る。

　 この ほ か現 在 の ブル ンブル ン氏 の 現 金 収 入 に は,マ ニ ン グ リダ の バ ウイ ナ ンガ ・ア

ボ リ ジニ協 同組 合(BAC)を つ う じて,2週 間 に1度 支 給 され る失 業 保 険 金 が あ る。

そ の 額 は 妻 の リン ジ ャル ラ とあ わせ て,年 間8,700ド ル(87万 円)ほ どに な る(た だ し,

ア ボ リジニ芸 術局 を つ う じて生 活 資 金 の援 助 を 受 けて い るあ い だ は,失 業 保 険 の 給 付

が 停 止 され る。 した が って 両者 は,ほ ぼ相 殺 され る と考 え て よ い。 ウ ヌ ウ ン氏 の 場 合

も 同様 で あ る)。 そ の大 部 分 はマ ーケ ッ ト ・フ ー ズ の購 入 にあ て られ るが,い くば く

か の 残 金 と木 皮 画 の収 益 が 数 多 くの 財 の保 有 を可 能 に して い る ので あ る。

　 一 方,都 市 生 活 の 経験 を も ち,ブ ル ンブ ル ン氏 と同様 に著 名 な木 皮 画 家 で あ る ウ ヌ

ウ ン氏 は,木 皮 画 か ら年 間5,200ド ル(邦 貨 で 約52万 円)の 現 金 収 入 をえ て い る(85年

9)ガ マデ ィで は,野 生獣 の肉を保存する行為 はま った くない。たとえば,水 牛を捕獲 した場合

　で も,「む ら」成員 が必要な量を切 りとったあ との大部分 は、その場 に放置する。

10)彼 らが好んで観 るの は,ジ ャッキー ・チ ェンやブルース ・リーが主演するカ ンフー映画をは

　 じめ,「 ボクサー」や 「ランボー」,ジ ム ・カーター主演の 「カ ラテ」 とい ったアメ リカ映画な

　どで ある。その種 類はアクシ ョンものが 中心で、 しかも比較的あた らしい。 これ らのビデオ ・

　カセ ッ トは,ダ ー ウィンで購入する ことが多い。
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表6　 ブル ンブ ル ンBulunBulun氏 の保 有 財

分 類 1984年 86年(特 に加わ ったもの) 88年(特 に加わ った もの)

狩猟採集具 ラ イ フル1,散 弾 銃1,散

弾1箱,山 刀1,ナ イ フ2

オ ノ1,*鉄 棒2,釣 糸3

犬1匹

野生食糧

マ ー ケ ッ ト

・ フ ー ズ

衣　類

耐久消費財

生活雑貨

住 まい

儀礼用具

木皮画など工芸品製作

用具

カメ5匹(生 体 のまま一時

的 に貯蔵)

ノ」、麦 粉 缶1,コ ンビー フ缶

3,塩1箱,粉 ミル ク缶2

砂 糖4袋,紅 茶2箱,タ バ
コ缶4

男 女 衣 類 多数(Tシ ャ ツ,

半 ズ ボ ン,パ ンツ,ワ ン ピ
ー ス,ス カ ー ト,パ ンテ ィ,

ブ ラ ジ ャー な ど),帽 子(女

性 用)2

ラ ジオ カ セ ッ ト ・デ ッキ1

カ ップ4,**ビ リー缶4,

フ ラ イパ ン1,ア ル ミ トレ
ー1 ,ポ リエ チ レ ン水 タ ン

ク3,き せ る1,懐 中電 燈

2,ラ ンプ1,洗 面 器2,

洗 濯 カ ゴ1,洗 濯 洗 剤1箱

石 鹸4,歯 ブ ラシ1,鏡

(破 片)1,蚊 と り線 香1箱

蚊 よけ薬1缶,ズ ック靴2

足,ゴ ム 草履1足,カ バ ン

3,　 トラ ン ク4,ハ ン ドバ

ック1,カ セ ッ ト ・テ ー プ

13,ノ コギ リ1,自 動 車用

蓄 電 池8

冷蔵庫(利用機会な し)1,

扇風機1,発 電機(故 障)1,
テ レビ1,ビ デオ・デ ッキ1

電球3,電 気 コー ド3

トタ ンの家 屋2,ナ イ ロ ン

テ ン ト1,天 幕2,ウ レタ

ンマ ッ ト2,毛 布4,シ ー

ツ5,枕3,カ ヤ3,牛 皮

の 敷 物1

発 電機小屋(損 壊)1

ブ ー メ ラ ン1対,「 星 まつ

り」 の ポ ー ル2本,木 製 ラ

ッパ1,儀 礼 用 編 み袋2

木皮画用樹皮8枚,顔 料多

数,顔 料用 のす り石3,筆

8本,糊2缶,ナ イ フ2

トラ ック(故 障)1,ラ ジオ

カ セ ッ ト ・デ ッキ2

　表の分類 にあ る 「野生食糧」 と 「儀礼用具」,お よび 「工芸品製作用 具」 のうちの樹皮,顔 料,

す り石 を除 く他のすべての 「もの」は,購 入 された財である。

　*鉄 棒;カ メ猟の際,土 中にひそむカメをさ ぐるのに使用。
**ビ リー缶;ブ リキ製の湯わか し。
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9月 か らの1年 間,売 却 した木 皮 画 は11枚)。 さ らに ウ ヌ ウ ン氏 に は,自 身 と2人 の

妻 へ の失 業 保 険 金 を あ わ せ て,年 間14,300ド ル(143万 円)が 支給 され て い る。 これ

に も とつ い て,彼 もま た55品 目80点 あ ま りの生 活 財 を保 有 す る。 そ の な か で88年 に彼

が 購 入 した お もな 耐久 消費 財 に は,テ レ ビと ビデ オ ・デ ッキの セ ッ ト,4輪 駆 動 の ト

ラ ック,自 転 車 と三 輪 車 が あ る。 これ を保 有 す る にい た った 動機 は,彼 に よ る と,テ

レ ビは一 般 放 送(1チ ャ ンネル の み)が86年 か ら受 信 で き るよ うに な った こ と と ビデ

オ映 画 を鑑 賞 す る た めで あ り,ト ラ ック は狩 猟 な どの と きの 移 動 を た す け る た め,三

輪 車 と自転 車 と は プ ロ ミス ト ・ワ イ フで あ る ワ イマ ンパ との あ い だ に生 れ た ジ ュ ン ジ

ュ ロに せ が ま れ た か らで あ る(表7)。

　 この ウヌ ウ ン氏 とブ ル ンブル ン氏 の保 有 財 を く らべ る と,両 氏 が 保有 す る品 目の 種

類 に は統 計 的 な差 が み られ な い。 しか しそ の 量 に は0。1%レ ベル(X2=11.90)で 有 意

な 差 が 認 め られ る。 この量 の差 は,両 氏 の 都 市 で の 生 活経 験 の有 無 を反 映 した もの と

思 わ れ る。 つ ま り,白 人 社会 に あ こ がれ は した も のの そ こか らの が れ,ア ウ トス テ ー

シ ョン建 設 に従 事 した ウヌ ウ ン氏 に は,比 較 的 に実 用 性 の た か い 財 を選 択 的 に購 入 で

きる よ う な生 活 経 験 が あ った。 これ に対 して ブル ンブル ン氏 は,都 市生 活 の経 験 を も

た な い反 面,大 都 市 の 博 物 館 な どで 開催 され る木 皮 画 の展 覧 会 な ど を とお して,都 市

を お とず れ る機 会 を最 近 に な って 多 くもつ よ うに な った。 そ の結 果,彼 は雑 多 な財 を

数 多 く保 持 す る こ とで,白 人 的 な 生 活 を と り こ も う と して い るよ うに み られ るの で あ

る。

　 しか し,保 有 財 にみ られ る量 の 差 を,都 市 で の 生 活経 験 の有 無 に の み求 あ るの は危

険 か も しれ な い。 なぜ な ら,ガ マ デ ィの成 員 で都 市 生 活 の経 験 が な い ガ ジ ャオ ウ ラ氏

は,い ま だ に トタ ンの家 屋 を もた ず(表7),そ の保 有 財34品 目45点 は 「む ら」 で の

生 活 に必 要 な最少 限 の もの に 限 られ て い る。 そ の質 と量 か ら彼 は,可 搬 性 の あ る もの

が価 値 が たか い[WARNER　 l964:135-138]と い う,「 もの」 に 関 す る従 来 の 価 値 観

を な お保 持 して い る と もい え るか らで あ る。

　 しか し,こ れ に も留 保 が 必要 で あ る。 なぜ な らば,木 皮 画 や彫 刻 に よ る彼 の収 入 は,

近 年 に な って 増加 して きた とは い え,86年1.月 か らの1年 間 で も2,000ド ル(20万 円)

にす ぎ な いか らで あ る(失 業 保 険金 は妻 とあ わせ て年 間8,700ド ル)。

　 これ らの 事 実 は,ア ウ トス テ ー シ ョ ンに暮 らす ア ボ リジ ニの 保 有 財 に つ い て の,つ

ぎ の よ うな 推 定 を可 能 に す る。 都 市 で の生 活 経 験 を もつ 場 合 に は,保 有 財 を選 択 的 に

購 入 す る傾 向 が あ る。 そ れ に 対 して,そ の経 験 を もた な い者 で,都 市 へ の 頻繁 な旅 行

を体 験 して い る場 合 に は数 多 くの雑 多 な財 を保 有 す るが,そ の 経 験 さえ もた な い場 合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 815
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表7ウ ヌ ウ ンWunuWun,ガ ジ ャオ ウラGa(ljaowra両 氏 の保 有 財

分 類 1986年
ウヌ ウン氏

88年

(特に加わ った もの)

ガジャオウラ氏
1986年 88年

(特に加わ った もの)

狩猟採集具

野生食糧

マ ー ケ ッ ト

・フ ー ズ

衣 類

耐久消費財

生活雑貨

住まい

儀礼用具

木皮画など
工芸品製作
用具

散 弾 銃1,漁 網1,

ヤ ス1,山 刀1,ナ

イ フ1,オ ノ1,犬

4匹

カサ サ ギ ガ ン1羽

(一時的に飼育)

小麦粉5袋,紅 茶1

箱,粉 ミル ク缶1,

缶詰類5,砂 糖3袋

男女 衣 類 多 数(Tシ

ヤ ツ,半 ズ ボ ン,パ

ンツ,ワ ン ピー ス,

ス カ ー トヨパ ンテ ィ

ブ ラジ ャーな ど)

トラ ック(ガ ンダ デ

ィ ラが使 用)1,ラ

ジ オ カセ ッ ト ・デ ッ

キ1,無 線 電 話1

カ ップ3,ビ リー缶

2,ポ リエチ レ ン水

タ ンク2,き せ る1,

トラ ンプ1,懐 中 電

燈1,ラ ンプ1,洗

濯 洗剤1箱,石 鹸2,

蚊 と り線 香1箱,虫

よ け薬2缶,ズ ッ ク

靴1足,ゴ ム草 履2

足,ト ラ ンク1,自

動 車用 蓄 電 池5

トタ ンの家 屋2,ウ

レタ ンマ ッ ト3,ビ

ニ ー ル シー ト1,毛

布3,シ ー ツ3,枕

1,カ ヤ2

儀礼用編 み袋1,木

製 ヤ リ3本,ヤ リの

素材5本

顔料多数,顔 料用の

す り石1,筆3本,

糊1缶,ナ イフ2本

トラ ック1,自 転 車

2,三 輪 車2,テ レ

ビ ・ア ンテ ナ1,テ

レビ1,ビ デ オ ・デ

ッキ1,発 電 機1

電 気 コー ド2,ビ デ

オ ・カ セ ッ トテー プ

15,携 帯 用保 冷 箱1,
*ジ ェ リー缶3

ベ ッ ド(マ ッ トな し)

1

散 弾 銃1,ヤ ス2,

ナ イ フ1,オ ノ1,

鉄 棒1,犬2匹

小麦粉1袋,砂 糖1

袋,紅 茶1箱

男 女 衣 類 多 数(Tシ

ヤツ,半 ズ ボ ン,パ

ンツ,ワ ンピー ス,

ス カー ト,パ ンテ ィ,

ブ ラジ ャー な ど)

カ ップ2,ビ リー缶

1,ポ リエ チ レ ン水

タ ンク1,き せ る1,

懐 中電 榿1,ラ ンプ

1,洗 濯 洗 剤1,ゴ

ム草 履2足,ノ コギ

リ1

ナ イ ロ ンテ ン ト1,

ウ レタ ンマ ッ ト1,

毛布2,シ ー ツ2,

枕1

儀礼用編み袋1,ヤ

リ投 げ器1

筆5本,ナ イ フ2本,

ノ ミ2丁,包 丁1本,

サ ン ドペ ーパ ー-1巻

カメ37匹 ・(雨季の食

糧と して)

天幕1

*ジ ェ リー缶;ガ ソ リ ンま た は 軽油 を 一 時 的 に貯 え る181入 りの 缶 。
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に は,ほ とん ど財 を 保有 しな い傾 向 を示 す と い う推 定 で あ る。 い ず れ に して も,生 活

経 験 は保有 財 の あ りか た に反 映 され る と い え よ う。

　 生 活 史 が 明 らか に す る3つ め は,「 む ら」 つ ま りア ウ トス テ ー シ ョンの 次 世代 へ の

継 承 で あ る。 ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動 とい う歴 史 的 な状 況 の な か で,ウ ヌ ウ ン氏 が ガ

マ デ ィ建 設 を 決 意 した の は,30歳 代 後 半 で あ る。 それ か ら二 十 数 年 を 経 た 現 在,ガ マ

デ ィ に暮 らす ブル ン ブル ン氏 は,い ま あ らた に 「む ら」 の 建 設 を 計 画 して い る。 そ の

場所 は,ジ ンバ族 グ ァナル ビ ングGuanalbingu氏 族 で あ る彼 の 故 地,ア ラ フ ラ湿地

の東 縁 で あ る。 そ こに 「む ら」 を つ く り,彼 の兄 弟 姉 妹 とそ の 家 族 とが 一緒 に生 活 す

る計 画 で,ブ ル ン ブル ン氏 は す で に彼 らの 同意 をえ て い る とい う。

　 これ が 実現 す るか 否 か は別 と して も,彼 の計 画 は,ア ウ トス テ ー シ ョン運 動 の 次 世

代 へ の継 承 を 意 味 す る。 さ らに興 味 深 い の は,彼(ブ ル ン ブル ン氏)が ウ ヌ ウ ン氏 と

同 じ く30歳 代 後半 に 「む ら」建 設 の決 意 を か た めて い る こ とで あ る。 そ れ は,さ きの

木 皮 画 の 製作 時 期 に 示 唆 され た 自 らの文 化 へ の こだわ りを思 い お こ させ る。 彼 らは,

こ の年 齢 段 階 にい た る と,類 似 の思 考 な い し社 会 的 イ メ ー ジ とで もい うべ き もの を い

だ き は じめ るの だ ろ うか。

　 ア ボ リ ジニ の一 生 は,最 初 の成 人 儀 礼 につ づ くい くつ か の 儀 礼 を 経 て,社 会 的 な 役

割 や神 話 に 関 す る知 識 を?得 して い く年 齢 段 階一 子 供,若 者,成 人 初 期,成 人,長

老 とい った よ うな 　 　を 移 って い くの が 一 般 的 だ と され る 「ELKIN　 1981:201-一 ・213;

BERNDT　 and　 BERNDT　 l985:211-214]。 成 人 ない し長老 の 年 齢段 階 に到 達 し,多

くの神 話 に 関 す る 知 識 を もつ に い た った ア ボ リジニ は,故 地 へ の 愛 着 「PETERSON

l975:60-63]の 意 識 を顕 在 化 させ て い くの で は ない だ ろ うか 。

　 ア ウ トス テ ー シ ョ ンの 建設 計 画 を こ う した心 情 のあ らわ れ とみ れ ば,彼 らの 固有 の

価 値 体系 　 　 現 実 の 世 界 で あ る と同時 に祖 先 の精 霊 の 世 界 で もあ る故 地 を,自 らの存

在 の よ り ど ころ とす る価 値 の体 系 　 　 は,な お将 来 にわ た って 維 持 され る と予 測 で き

るの で あ る。 そ して,こ の 体 系 が維 持 さ れ る限 り,狩 猟 動 物 に食 糧 の い くらか を 求 め,

ク ラ ンの神 話 な どを描 い た木 皮 画 を製 作 し,成 人 儀 礼 や 「星 まつ り」 な どの儀 礼 を お

こ な う生 活 が つ づ け られ る もの と思 わ れ る。

4.ま と め

　 ガ マ デ ィ 「む ら」 の2人 の生 活 史 か らは今 世 紀 に おけ るア ー ネ ム ラ ン ド ・ア ボ リジ

ニ の 生 活 の変 化 の一 端 が 知 られ たbそ の近 年 に お け る変 化,と りわ け60年 代 末 か ら70
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年代にかけての故地でのアウ トステーション建設の動 きは,彼 らが狩猟採集に基礎を

お く生活を意図的に選択 しようとしていることを暗示する。そしてその生活のなかで,

彼らは神話や ドリー ミング(ト ーテム)に モチーフを求めた木皮画を製作 し,そ の背

後にある遠い祖先の時代から変ることのない神話を語 り,自 らの文化の存在を確認す

る。さらに彼らは,こ の木皮画の販売をとおして自民族文化を対外的に主張すると同

時に,貨 幣経済へのあらたな対応の方途をみいだしはじめている。 こうしたアウトス

テーションでの生活が国家にあとおしされたものであるとはいえ,あ るいはそれゆえ

に,そ の次世代への継承は,彼 らの今後の生活文化におおきくかつ直接的な影響をも

たらすものと予測される。

　これまで述べてきたこの生活史は,冒 頭に記 した多 くの制約をかかえている。それ

にもかかわらず,2人 が語ることが らからは,上 のような予測が可能である。それが

当をえたものであるかどうかは,次 世代の彼らの子供の生活体験を記述することで明

らかにできるであろう。その意味でこの報告 は,生 活史にもとついてアーネムランド

・アボ リジニの文化変容を論ずるための,筆 者の試みのひとつである。

付 記

この報告の もとにな った資料は,1982・84・86年 度 の文部省科学研究費海外学術調査(研 究代

表者 ・国立民族学博物館 小 山修三氏),お よび88年 度 の同調査(代 表者 は筆者)に よってえたも

のである。
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